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日 月 火 水 木 金 土

9 10 11 12 13 14 15

2 3 4 5 6 7 8

23 24 25 26 27 28 29

16 17 18 19 20 21 22

11/25 26 27 28 29 30 12/1

30 31 1/1 2 3 4 5

さくら病院

かめいクリニック

神尾外科

江口医院 栄徳医院 佐野医院

さくら病院 かつし家庭医療医院

・普通救命講習会（12）
・「ふるさとの森づくり」

植樹活動（27）
・Oh-!TOWNフォーラム（3）

・生ポリオワクチン（14）
・健康相談（16）
・口腔相談（16）
・さくら大学（27）

・BCG（14）
・健康相談（16）
・口腔相談（16）
・ひだまりの会（16）

・4か月児健診（16）
・ブックスタート（25）
・心配ごと相談（26）
・登記相談（26）

・10か月児健診（16）
・歩く健康のつどい（16）
・しなやかお達者の会豊田（16）

・1歳6か月児健診（16）
・北保園庭開放（23）

・3歳児健診（16）
・家庭児童相談（26）
・心配ごと相談（26）

・母子健康手帳交付説明会（16）
・厚生年金相談（26）

・母子健康手帳交付説明会（16）
・しなやかお達者の会余野（16）
・厚生年金相談（26）

・プレママ交流会（16）
・フレッシュママの会（16）
・健康相談（16）
・口腔相談（16）

・子育て相談室（16）
・人権・行政相談（26）

・子育て相談室（16）
・法律相談（26）

・歯科健診（16）
・もぐもぐ教室（16）
・心配ごと相談（26）
・多重債務者相談（26）

・健康相談（16）
・口腔相談（16）
・朝市（28）

・歩く健康のつどい（16）
・しなやかお達者の会豊田（16）

・しなやかお達者の会余野（16）
・消費生活相談（26）

・第2回愛知県
市町村対抗駅伝（21）

・本・雑誌のリサイクル（24）

・南保園庭開放（23）
・中保園庭開放（23）
・西保園庭開放（23）

・花もち作り（29） ・心配ごと相談（26）

・クリスマス
キルト教室（27）

・ペアｄｅヨガ（29）

役場業務休業

役場業務休業

・おはなしメリーゴーランド
クリスマスおはなし会（24）
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※（ ）内はページ数です ※児童センターの行事予定については「児童センターだより」をご覧ください

税務課収納窓口の延長 21日（金）午後7時まで
開設 2日（日）、23日（日）午前10時から午後2時

●固定資産税（3期）●国民健康保険税（8期）
●下水道受益者負担金（3期）
●介護保険料（8期）

納期限：12月25日（火）

携帯電話からの登録方法
携帯電話から下記メールアドレスへ空メールをお送り

ください。送信された携帯電話のメールアドレスあてに
「本登録」の手順をご案内します。

oguchi@entry.mail-dpt.jp

※QRコードを使用できる機種をお持
ちの方は右のQRコードをお使いく
ださい。

あなたのお手元に災害時の緊急情報をお知らせする！

あんしん・安全ねっとあんしん・安全ねっと
防災・防犯メール配信サービス

生活課
窓口延長日

12日（水）
26日（水）

午後7時まで

業務内容：住民票、印鑑登録証明
戸籍証明書（謄本、抄本のみ）の発行、印鑑登録事務

月 日 病院・医院名 電 話
12月2日 かめいクリニック 93-9041

9日 さくら病院 95-6711
16日 神尾外科 93-0137
23日 江口医院 93-2626
24日 栄徳医院 93-7068
29日 佐野医院 95-3179
30日 さくら病院 95-6711
31日 かつし家庭医療医院 92-3320

1月1日 柳瀬医院 93-5858
2日 すずいクリニック 96-1114
3日 山田外科内科 93-5533



Oh-!TOWNフォーラム
（町民活動センターを考えるつどい）

Vol.8

問合せ先
ほほえみプラザ2階
地域振興課
蘂94―0530

「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
の
各
地
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
得
た
情
報
で
役
立
つ
と
思
わ

れ
る
も
の
を
、
太
助
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
お
伝
え
し
て
い

き
ま
す
。

太
助
で
は
、
活
動
団
体
の
情
報
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
団
体
登
録
を
進
め
ま
し
ょ
う
！

Oh-!TOWNフォーラムを開催します ―

「町民活動センター」設置についての検討を、登録団体有志によるOh-!TOWN会議で
実施しています。Oh-!TOWN会議では、多くの団体・住民が利用しやすいセンター
にするため、「Oh-!TOWNフォーラム」を開催し、より広く意見を伺いたいと思いま
す。登録活動団体が一堂に展示し、ちょっとしたクイズ（景品付き）や朝食提供（無
料）のお楽しみもあります。どうぞ、お気軽におでかけください。

3 平成19年12月号

「Oh-!TOWNプロジェクト」とは…
活動センターの設置・情報発信交流の共有・人材発掘の連携協力をおこない、団体や
まちが元気になる仕組みを考え、提案していきます。ご参加をお待ちしています。

日時 12月15日（土） 午前10時から午後1時
場所 町民会館 大ホール
主催：Oh-!TOWNプロジェクト 共催：大口町地域振興課

活動団体がそれぞれ
活動の紹介など、工夫
の展示をします。

なんちゃって大口検定
です。あなたの正解は

どんだけ～！

「にぎわい交流館」
を生み育てた、日進市
ご担当の体験話を
うかがいます。

・相談コーナー

・まちづくり活動よろず案内

・団体の活動発表
・パフォーマンス

・自由活動発表・アンケート発表

・自由に座談
・軽食あります

団体活動の展示団体活動の展示団体活動の展示

センター設立秘話センター設立秘話センター設立秘話

クイズクイズ
大口を知ろう！大口を知ろう！
クイズ

大口を知ろう！

交流会交流会交流会

託児もあります
のでご利用ください。
（要予約）

TEL：94-0530

朝
市
も
９
時

分
か
ら

特
別
開
催
し
ま
す
。

30

開
催
！



●
８２
億
９
４
３
１
万
円

平
成
１８
年
度
の
歳
入
は
、
前
年
度
と
比

べ
る
と
７
億
４
１
５
０
万
円
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
主
な
要
因
は
、
平
成
２０
年
度
大
口

中
学
校
開
校
に
向
け
た
建
設
事
業
に
伴
い
、

学
校
教
育
施
設
等
整
備
事
業
債
の
借
入
や

町
民
税
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

景
気
回
復
に
伴
う
個
人
所
得
の
増
加
や
、

自
動
車
関
連
企
業
と
工
作
機
械
企
業
等
の

好
調
な
企
業
業
績
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

●
７７
億
６
６
３
４
万
円

平
成
１８
年
度
の
歳
出
は
、
前
年
度
と
比

べ
る
と
５
億
７
３
４
４
万
円
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
１８
年
度
に
実
施
さ
れ
た

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
巡
回
バ
ス
事
業
（
５
３
２
４
万
円
）

前
年
度
導
入
し
た
改
善
策
を
も
と
に
ダ

イ
ヤ
お
よ
び
ル
ー
ト
等
の
改
定
を
お
こ
な

い
、
改
定
後
の
検
証
並
び
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
事
業
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
検

討
し
ま
し
た
。

▼
ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
事
業

（
８
６
６
万
円
）

住
民
の
参
画
と
参
加
を
テ
ー
マ
に
町
民

と
企
業
・
行
政
が
互
い
の
役
割
を
自
覚
し
、

連
携
し
て
い
く
考
え
を
基
に
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
し
た
。

▼
土
地
改
良
区
事
業
（
９
６
７
万
円
）

仲
沖
地
区
に
お
け
る
区
画
形
質
の
是
正
と

併
せ
て
道
水
路
の
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

▼
柏
森
駅
舎
施
設
整
備
費
負
担
金

（
１
億
９
３
６
１
万
円
）

名
鉄
柏
森
駅
南
口
利
用
者
の
安
全
お
よ

び
利
便
を
図
る
た
め
に
、
駅
橋
上
化
の
工

事
に
係
る
負
担
金
を
支
出
し
、
平
成
１９
年

２
月
１０
日
に
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

▼
大
口
町
立
大
口
中
学
校
建
設
事
業

（
５
億
４
９
４
６
万
円
）

平
成
２０
年
４
月
開
校
を
目
指
し
、
学
校

用
地
の
取
得
、
新
築
工
事
（
第
１
工
区
）

を
発
注
し
ま
し
た
。
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平
成
１８
年
度

決
算
報
告
（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）

一
般
会
計

歳

入

歳

出

歳入総額 82億9,431万円 歳出総額 77億6,634万円

科 目 支出基金 構成比

町税 53億4,179万円 64.4％

町債 5億2,490万円 6.3％

地方消費税交付金 3億5,318万円 4.3％

繰越金 3億5,991万円 4.3％

地方譲与税 2億8,661万円 3.5％

県支出金 2億5,799万円 3.1％

国庫支出金 2億2,356万円 2.7％

地方特例交付金 1億8,084万円 2.2％

その他 7億6,553万円 9.2％

合 計 82億9,431万円 100.0％

科 目 支出基金 構成比

教育費 17億6,393万円 22.7％

民生費 16億7,546万円 21.6％

総務費 14億9,635万円 19.3％

土木費 10億438万円 12.9％

衛生費 6億8,784万円 8.8％

消防費 3億7,551万円 4.8％

公債費 2億9,164万円 3.8％

農業費 2億303万円 2.6％

その他 2億6,820万円 3.5％

合 計 77億6,634万円 100.0％



皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金

は
、
町
の
収
入
の
約
６
割
に
相
当
し
ま
す
。

平
成
１８
年
度
決
算
額
は
５３
億
４
１
７
９
万

円
と
な
り
、
住
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す

る
と
２４
万
７
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
不
納
欠
損
額
は
２
７
７
３
万
円
で
す
。

基
金
と
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
資

金
を
積
み
立
て
る
、
い
わ
ば
町
の
貯
金
に

当
た
り
ま
す
。
町
の
条
例
に
よ
り
そ
の
積

み
立
て
目
的
や
運
用
方
法
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
平
成
１８
年
度
は
財
政
調
整
基
金
に

５
億
８
２
２
９
万
円
、
学
校
施
設
整
備
事

業
基
金
に
２
億
７
６
７
２
万
円
が
積
み
立

て
ら
れ
ま
し
た
。

借
入
金
と
は
、
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
借

り
入
れ
て
い
る
お
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

学
校
や
公
園
な
ど
は
将
来
世
代
に
わ
た
り

利
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
世
代
間
に
お
け

る
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
将
来
世

代
に
も
借
入
金
の
返
済
に
よ
り
事
業
費
を

負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

大
口
町
は
他
市
町
に
比
べ
借
入
金
の
残

高
が
少
な
く
、
将
来
世
代
に
過
大
な
負
担

を
残
さ
な
い
よ
う
、
計
画
的
な
財
政
運
営

に
努
め
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
と
は
、
下
水
道
使
用
料
や
国

民
健
康
保
険
税
な
ど
、
特
定
の
事
業
収
入

を
そ
の
事
業
の
支
出
に
充
て
る
た
め
、
一

般
会
計
と
区
別
し
て
い
る
も
の
で
す
。

歳
入
は
、
前
年
度
（
４６
億
８
５
４
４
万

円
）
に
比
べ
、
全
体
と
し
て
１
億
３
０
１

３
万
円
、
2.8
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
は
、
前
年
度
（
４５
億
７
１
３
７
万

円
）
に
比
べ
、
全
体
と
し
て
８
８
８
０
万

円
、
1.9
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
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◆
町
税町

民
の
皆
さ
ん
や
町
内
の
会
社
か

ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
（
町
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
等
）

◆
繰
越
金

前
年
度
決
算
か
ら
の
繰
越
金

◆
国
庫
・
県
支
出
金

事
業
を
お
こ
な
う
た
め
に
国
や
県

か
ら
受
け
る
補
助
金
等

◆
地
方
消
費
税
交
付
金

人
口
等
を
基
準
に
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
消
費
税

◆
地
方
特
例
交
付
金

減
税
等
に
伴
う
歳
入
不
足
を
補
う

た
め
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源

◆
地
方
譲
与
税

国
税
と
し
て
納
め
ら
れ
た
税
金
の

一
部
を
、
地
方
に
配
分
す
る
財
源

◆
不
納
欠
損

税
金
な
ど
が
時
効
に
よ
り
消
滅
し

た
と
き
、
徴
収
停
止
に
よ
っ
て
債
権

を
放
棄
し
た
と
き
に
、
そ
の
債
権
額

を
明
示
し
て
処
分
す
る
も
の

借

入

金

基

金

特
別
会
計

歳

入

歳

出

用用
語語
のの
説説
明明

税

金

●町税●基金年度末現在高●借入金残高

16年度 17年度 18年度

一般建設
事業等

16億
5,729万円

16億
5,889万円

21億
1,457万円

下水道事業 41億3,687万円
42億
6,268万円

42億
6,909万円

合 計 57億
9,416万円

59億
2,157万円

63億
8,366万円

16年度 17年度 18年度

財政調整
基金

11億
7,096万円

13億
2,152万円

19億
381万円

学校施設整
備事業基金

5億
9,303万円

8億
5,303万円

10億
3,926万円

その他の
基金

6億
1,811万円

6億
4,747万円

6億
6,831万円

合 計 23億
8,210万円

28億
2,202万円

36億
1,138万円

16年度 17年度 18年度

個人町民税 8億4,617万円
9億
849万円

10億
4,697万円

法人町民税 11億694万円
11億
9,307万円

15億
4,129万円

固定資産税 25億6,096万円
25億
8,157万円

25億
3,034万円

その他 2億
3,471万円

2億
2,722万円

2億
2,319万円

合 計 47億
4,878万円

49億
1,035万円

53億
4,179万円

会計名 歳 入 歳 出

介護保険 7億980万円 6億8,243万円

国民健康保険 18億6,273万円 17億3,651万円

老人保健 12億7,118万円 12億7,118万円

国際交流事業 123万円 60万円

公共下水道事業 9億4,549万円 9億4,525万円

農業集落家庭排水事業 2,385万円 2,385万円

社本育英事業 129万円 35万円

合 計 48億1,557万円 46億6,017万円



問合せ先
役場 行政課 蘂95―1111 内線251

定員管理等の状況
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●期末手当・勤勉手当

●退職手当

●地域手当

●特殊勤務手当

●部門別職員数の状況と主な増減理由（19年4月1日現在）

●時間外勤務手当

●年齢別全職員構成の状況（19年4月1日現在）

※（ ）内は、再任用職員にかかる支給割合です。
※再任用とは、定年等により退職した職員を、任期を定め改めて採用することをいいます。

※退職手当の1人当たり平均支給額は、18年度に退職した一般行政職8人に支給された平均額です。

※地域手当は、民間の賃金水準を基礎とし、物価等を考慮して支給されます。

※職員数は一般職に属する職員数です。
※［ ］内は、条例定数の合計です。

（支給率）
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合
23.5月分
33.5月分
47.5月分
59.28月分

歓奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

●その他の手当
○扶養手当（国の制度と同じ）
1 配偶者 13,000円
2 配偶者以外の扶養親族
ア 2人目までそれぞれ6,000円（職員に扶養親族でない配偶者があ
る場合、そのうち1人については6,500円、職員に配偶者がない場
合、そのうち1人については11,000円）

イ 3人目から1人につき5,000円
3 満15歳に達する日後の最初の4月1日から満22歳に達する日以後の
最初の3月31日までの間にある子1人につき5,000円を加算

◇支給実績（18年度決算） 1,931万円
◇支給職員1人当たり平均支給年額（18年度決算） 241,000円

○住居手当（国の制度と同じ）
1 借家・借間に居住している職員
ア 月額23,000円以下の家賃を支払っている職員

家賃－12,000円
イ 月額23,000円を超える家賃を支払っている職員

11,000円＋（家賃－23,000円）／2 …限度額27,000円
2 職員の所有に係る自宅 新築・購入した日から起算して5年を経過す
るまでの間は2,500円

◇支給実績（18年度決算） 570万円
◇支給職員1人当たり平均支給年額（18年度決算） 146,000円

○通勤手当（国の制度と同じ）
1 交通機関等の利用者 6か月の定期券相当額 ただし、限度額は1
か月に要する運賃等相当額が55,000円

2 自動車等の利用者 使用距離（片道2km以上）により2,000円～24,500円
◇支給実績（18年度決算） 545万円
◇支給職員1人当たり平均支給年額（18年度決算） 42,000円

○管理職手当（国の制度と同じ）
1 給料月額の100分の25を超えない範囲内
◇支給実績（18年度決算） 1,986万円
◇支給職員1人当たり平均支給年額（18年度決算） 685,000円

大口町 国

大口町 国

1人当たり平均支給額（18年度） 163万円

（18年度支給割合）
期末手当 3.0月分（1.6月分）
勤勉手当 1.45月分（0.75月分）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
○役職加算 5～20％

－

（18年度支給割合）
期末手当 3.0月分（1.6月分）
勤勉手当 1.45月分（0.75月分）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
○役職加算 5～20％

その他の加算措置 定年早期退職特例措置
1人当たり平均支給額
自己都合140万円 歓奨・定年2,691万円

（支給率）
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合
23.5月分
33.5月分
47.5月分
59.28月分

歓奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

その他の加算措置 定年早期退職特例措置

支給実績（18年度決算）
支給職員1人当たり平均支給年額（18年度決算）

支給対象地域
全地域

支給率
9％

支給対象職員数
193人

国の制度（支給率）
18～3％

6,581万円
341,000円

支給実績（18年度決算）
支給職員1人当たり平均支給年額（18年度決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合
支給対象職員数（18年度決算）

手当の名称
保育手当

主な支給対象職員
保育士

主な支給対象業務
保育業務

左記職員に対する支給単価
給料月額の100分の2（上限月額4,000円）

150万円
38,000円
19.9％
39人

支給実績（18年度決算）
職員1人当たり平均支給年額（18年度決算）
支給実績（17年度決算）
職員1人当たり平均支給年額（17年度決算）

5,587万円
339,000円
4,733万円
230,000円

区分

職員数

20歳
未満

20歳
～
23歳

24歳
～
27歳

28歳
～
31歳

32歳
～
35歳

36歳
～
39歳

40歳
～
43歳

44歳
～
47歳

48歳
～
51歳

52歳
～
55歳

56歳
～
59歳

60歳
以上

計

－ 7人 14人 27人 25人 15人22人 23人 27人23人14人 － 197人

20
歳
未
満

20

23
〜

24

27
〜

28

31
〜

32

35
〜

36

39
〜

40

43
〜

44

47
〜

48

51
〜

52

55
〜

56

59
〜

60
歳
以
上

（人）

※支給対象職員は、管理職（部長・課長級）を除いた全職員です。

部 門

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
農林水産
商 工
土 木
小 計

下水道事業
国民健康保険
介護保険
小 計

職員数
平成19年 平成18年

対前年増減数

3人
48人
10人
63人
15人
6人
1人
13人
159人
24人
6人
3人
5人
14人

［210人］
197人

3人
47人
10人
63人
15人
7人
2人
13人
160人
23人
5人
3人
5人
13人

［210人］
196人

0人
1人
0人
0人
0人

▲1人
▲1人
0人

▲1人
1人
1人
0人
0人
1人

1人合 計

一
般
行
政
部
門

公
営
事
業

部
門

教育部門



町職員の給与、
職員に支給される給与の種類やその額は、法律の定めに基

づく町の条例や規則により具体的に定められています。
そこで、町民の皆さんに理解を深めていただくため、その

あらましをお知らせします。

7 平成19年12月号

90

95

100 区分

18年度

区分

19年度

住民基本台帳
人口（18年度末）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ/Ａ

17年度の
人件費率

●人件費の状況（普通会計決算）●ラスパイレス指数（各年4月1日現在）

●職員の初任給の状況（19年4月1日現在）

●特別職の報酬等の状況（19年4月1日現在）

●一般行政職の級別職員数の状況（19年4月1日現在）

●昇給期間短縮の状況

●職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（19年4月1日現在）

●職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
（19年4月1日現在）

一般行政職

●職員給与費の状況（普通会計予算）
職員数
Ａ

給与費
給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 Ｂ

1人あたり給与費
Ｂ/Ａ

※職員手当には、退職手当を含みません。
※給与費は、当初予算に計上された額です。
※普通会計とは、一般会計、土地取得特別会計、国際交流事業特別会計および社本育英事業特別会計を
いいます。

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務
員の給与水準を示す指数です。
※類似団体とは、人口規模、産業構造が類似している団体をいいます。

※大口町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
※一般行政職とは、技能労務職（6人）以外の職員をいいます。

区分
大口町
国

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

※「平均給料月額」とは、19年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。
※「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当などの
諸手当の額を合計したものです。

※技能労務職とは、主に調理員や用務員として採用された職員をいいます。
※技能労務職の初任給は、取得している技術や経験等により決定されます。

※町長の給料は、自身の選挙公約に基づき平成19年7月1日より、30％削減しています。

※昇給期間を短縮した昇給は、平成18年4月1日から廃止されました。

区分

一般行政職

技能労務職（平均）

大学卒
高校卒

一般行政職
大学卒
高校卒

大口町 国

初任給 2年後の給料 初任給 2年後の給料

区分 経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

経験年数20年
以上25年未満

区分

18年度

17年度

職員数 Ａ
普通昇級期間（12～24月）を短縮して昇級した職員数 Ｂ

比率 Ｂ/Ａ
職員数 Ａ

普通昇級期間（12～24月）を短縮して昇級した職員数 Ｂ
比率 Ｂ/Ａ

全職種
196人
̶
̶
206人
25人
12.1％

区分
1級
2級
3級
4級
5級
6級
7級

標準的な職務内容
主事・主事補
主事
主任

係長・主査
課長補佐
課長・主幹
部長・参事

職員数
21人
44人
38人
36人
24人
19人
9人

191人

構成比
11.0％
23.0％
19.9％
18.9％
12.6％
9.9％
4.7％
100％

区分 給料月額等

給
料

報
酬

期
末
手
当

退
職
手
当

議長
副議長
議員
町長
副町長
議長
副議長
議員

大口町 類似団体平均 全国町村平均

（H13）
96.0

（H18）
92.7

（H13）
97.3

（H18）
94.2

（H13）
96.1
（H18）
93.5

21,588人 77億6,705万円 5億1,565万円 15億8,030万円 20.3％ 22.8％

183人 6億5,391万円 1億7,122万円 2億8,397万円 11億910万円 606万円

42.1歳
40.7歳

321,200円
325,700円

364,900円
383,500円

170,200円
142,800円
127,300円

183,800円
153,800円
131,300円

170,200円
138,400円

－

183,800円
148,000円

－

267,300円
該当職員なし

312,000円
258,700円

363,300円
該当職員なし

414,000円
334,000円
303,000円

（18年度支給割合） 3.35月分

（18年度支給割合） 3.35月分

919,000円×在職月数×0.45

731,000円×在職月数×0.27

任期毎

任期毎

合 計

町長
副町長

919,000円（643,300円）
731,000円

（643,300円）
町長

副町長

（算定方式） （支給時期）
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●研修の状況（18年度）

●安全衛生管理体制

●勤務成績の評定

●共済組合負担金

●職員講座

●職員互助会

●職員の災害補償

●公平委員会の事務を委託している愛知県からの報告

研修名

公務の効率化、効果的運用を目指し、職員の資質向上、能力の開発を図る
ため、各種研修に参加ならびに研修を実施しました。

労働安全衛生法に基づき、職員の安全の確保および健康の維持増
進を図っています。

一般研修 1人

60人

25人

14人

62人

162人

専門研修

外部委託
研修

町単独
研修

業務別
専門研修

指名者

希望者

指名制

希望者

希望者

対象者 研修内容等 受講者数

合 計

経験年数、役職による階層別の研修
課長研修

専門的実務能力の向上につながる研修
民法講座、地方自治法講座、法制執務
講座、地方税講座、政策法務研修

近隣市町が共同して開催する研修等
一般職員階層別研修、接遇研修、自治
大学派遣

多様化する住民ニーズに対応するため、
職務遂行に必要な知識の取得・向上を図
る研修

目標による管理研修

目的

対象者
評定期間

区分

名称 18年度町補助金額

概要

ライフプラン講座

18年度負担金執行額（196人）

職員の執務について定期的に職務の実績と能力および適性
を統一的に記録し、合理的な人事管理上の基礎資料とし、もっ
て公務能率の発揮および増進を図る

課長補佐級以下の全職員
18年1月1日から12月31日まで

職員1人当たりの負担額

1億8,892万円 964,000円

愛知県市町村職員共済組合の開催する講座に参加さ
せ、職員の退職後の生活設計、健康管理など総合的な
人生設計を支援する（参加者5人）

会員数

大口町職員互助会 251万円 199人

ア 安全衛生管理体制の概要

ア 公務災害認定件数（18年度）

イ 通勤災害認定件数（18年度）

ウ 公務災害補償基金負担金

1 勤務条件に関する措置の要求の状況（18年度）

2 不利益処分に関する不服申立ての状況（18年度）職員の健康の保持増進を
図るため、医師により健康結
果に基づく事後指導および治
療対策についての相談を実施
しています。
また、愛知県市町村職員共
済組合が実施するメンタルヘ
ルス講座および健康セミナー
に参加しています。

ウ 健康指導等の実施状況

イ 職員の健康管理に関する状況（18年度）

愛北広域事務組合、江南丹羽環境管理組合における「人事行政の
運営等の状況」については、それぞれの組合のホームページまたは町掲
示板で公表しています。（町ホームページからもリンクしています。）
◆愛北広域事務組合 蘂37-0840
http://home.owari.ne.jp/̃aihoku/aihoku.index.html

◆江南丹羽環境管理組合 蘂95-3200
http://www.konanniwa-seisou.jp/

一般定期健康診断
人間ドック

対象職員数 受診者数 未受診者 受診率

84人
112人

84人
112人

0人
0人

100％
100％

負傷 疾病

自己職務
遂行中 出張中 その他 計

公務上の
負傷に起
因する疾病

職業病
その他公務
起因性の明
らかな疾病

計
合計

1件 0件 0件 1件 1件0件 0件 0件 0件

出勤途上 退勤途上 合計
0件 0件 0件

18年度決算額 109万円

区分 件数 備考

前年度からの繰越件数（A）
当年度中の新規要求件数（B）
当年度中取扱い件数（C=A+B）
当年度中終了件数（D）
次年度への繰越件数（E=C-D）

0件
0件
0件
0件
0件

区分 件数 備考

前年度からの繰越件数（A）
当年度中の新規要求件数（B）
当年度中取扱い件数（C=A+B）
当年度中終了件数（D）
次年度への繰越件数（E=C-D）

0件
0件
0件
0件
0件

運営等の状況



町人事行政の地方公務員法第58条の2に基づき、大口町の「人事行
政の運営等の状況」を公表します。
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●職員の任免および職員数に関する状況（平成18年4月1日から平成19年3月31日まで）

●休暇の種類（18年4月1日現在）

●育児休業等取得者数
（18年度中に育児休業を取得した職員数）

●職員の分限処分の状況

●職員の懲戒処分の状況（18年度） ●服務制度に関する状況

●営利企業等への従事許可の状況（18年度）

ア 休職の状況（18年度） イ 職員の意に反する降任・免職の状況（18年度）

●勤務時間の状況（18年4月1日現在）

196人

職員数
（平成18年4月1日現在）

退職
採用

定年 勧奨 普通
0人 3人 2人 3人

※休息時間は、平成18年10月1日から廃止されています。
※窓口延長・延長保育に対応するため、一部変則勤務体制
を実施しています。

区分
年次休暇
出産
育児時間
子の看護
病気休暇

区分
生理
忌引

父母の祭日
結婚

区分
選挙権行使
証人等出頭
骨髄移植
ボランティア

区分
住居滅失
妻の出産補助
夏期休暇
介護休暇

付与日数 付与日数 付与日数 付与日数

20日
産前8週間、産後8週間
30分／日2回

5日
やむを得ないと認められる期間

2日
1～7日
1日
5日

7日
2日
5日

6か月間の内、必要と認められる期間

必要と認められる期間
必要と認められる期間
必要と認められる期間

5日

正規の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間 休息時間

8時間 8：30 17：30 12：00～13：00 10：00～10：15 15：00～15：15

区分
育児休業取得者数

男性職員 女性職員 合計
0人 10人 10人

理由

区分

職員数

心
身
の
故
障
の
た
め
、長
期
の

休
養
を
要
す
る
場
合

刑
事
事
件
に
関
し
起
訴
さ
れ
た

場
合

災
害
に
よ
り
、生
死
不
明
ま
た

は
所
在
不
明
と
な
っ
た
場
合

外
国
の
政
府
等
の
招
き
に
よ
り
、こ
れ

ら
の
機
関
の
業
務
に
従
事
す
る
場
合

学
術
に
関
す
る
事
項
の
調
査
、研

究
ま
た
は
指
導
に
従
事
す
る
場
合

合

計

合

計

1人 0人 0人 0人 0人 1人

処分内容

理由

降任
免職
合計

勤
務
実
績
が
良
く
な

い
場
合

心
身
の
故
障
の
た
め

職
務
遂
行
に
支
障
が

あ
る
場
合

職
に
必
要
な
適
格
性

を
欠
く
場
合

廃
職
ま
た
は
過
員
を

生
じ
た
場
合

0人
0人
0人

0人
0人
0人

0人
0人
0人

0人
0人
0人

0人
0人
0人

処分事由

処分の種類

給与・任用に関する不正関係
一般服務違反関係
（職務専念義務違反、職務命令違反等）
一般非行関係（傷害、暴行等）
収賄関係（収賄、横領等）
道路交通法違反関係
監督責任関係

合計

免職 停職 減給 戒告 合計

0人

0人

0人
0人
0人
0人
0人

0人

0人

0人
0人
0人
0人
0人

0人

0人

0人
0人
0人
0人
0人

0人

0人

0人
0人
0人
0人
0人

0人

0人

0人
0人
0人
0人
0人

地方公務員法に定められた町職員としての義務を周知徹底するため、随時
文書等により服務規律の徹底を図っています。

区分 職員数

①営利を目的とする私企業を営むことを目的とする
会社その他の団体の役員その他人事委員会規
則で定める地位を兼ねるもの

②自ら営利を目的とする私企業を営むもの

③（①②）を除き報酬を得て事業もしくは事務に
従事するもの

合計

0人

0人

0人

0人



対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳

◇
視
覚
、
聴
覚
、
肢
体
等
で
、
身
体
の
障

害
が
固
定
し
た
方
（
１
級
か
ら
６
級
）

療
育
手
帳

◇
知
的
障
害
の
あ
る
方
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の

３
段
階
）

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

◇
精
神
障
害
の
た
め
、
日
常
生
活
や
社
会

生
活
に
制
約
の
あ
る
方
（
１
級
か
ら
３

級
）

障
害
の
程
度
や
等
級
に
応
じ
て
、
国
や

県
、
町
か
ら
福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
介
護
保
険
施
設
・
社
会
福
祉

施
設
入
所
者
は
除
き
ま
す
。（
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
）

▼
大
口
町
福
祉
手
当
（
町
）

対
象
者

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
の
方
、

４
級
の
ぼ
う
こ
う
ま
た
は
直
腸
機
能
障
害

の
方

○
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２

級
の
方

○
特
定
疾
患
医
療
給
付
事
業
受
給
者
票
を

お
持
ち
の
方

支
給
金
額

◇
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方
お

よ
び
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

月
額
５
０
０
０
円

◇
そ
の
他
の
障
害
の
方

月
額
４
０
０
０
円
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12
月
3
日

か
ら
9
日

は

障
害
者
週
間
で
す

「
障
害
者
週
間
」
は
、
障
害
の
あ
る
方
に
対
す
る
理
解
と
意

識
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
様
々
な
福
祉
制
度
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
障
害
の
あ
る
方
の
自
立
と
社

会
参
加
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

障障
害害
者者
手手
帳帳
のの
交交
付付

福福
祉祉
手手
当当
のの
支支
給給

知ってる？このマーク！

身体障害者標識
（障害者マーク）

聴覚障害者シンボル
マーク

オストメイトマーク

ほじょ犬マーク

（月）

（日）

肢体不自由であることを理由
に、免許に条件を付されている
方が運転する車に表示する身体
障害者標識です。マークをつけ
た車に割り込み等をおこなった
運転者は、道路交通法の規定で
罰せられることになります。

障害者のための国際
シンボルマーク

オストメイト（人工肛門・人
口膀胱を使用している方）のた
めの施設があることを表し、オ
ストメイト対応トイレの入り
口・案内誘導プレートに表示さ
れています。

ハートプラスマーク

聴覚障害者のコミュニケーシ
ョンの円滑化を図るため制定さ
れたもので、公的機関を利用す
るときは、ラベルを申請書、預
金通帳、診察券などに貼り、胸
にはネームプレートをつけます。

国際リハビリテーション協会
によって障害者が容易に利用で
きる建物、施設であることを明
確に示すシンボルマークとして
採択決定されたものです。

身体障害者補助犬（盲導犬・
介助犬・聴導犬）同伴啓発のた
めのマークです。補助犬は体の
不自由な方の体の一部となって
働いています。このマークや補
助犬を連れている方を見かけた
場合は、ご協力をお願いします。

「身体内部に障害のある人」
を表しています。身体内部に障
害のある方は外見から分かりに
くいため、さまざまな誤解を受
けることがあります。このマー
クを見かけた場合は、ご配慮を
お願いします。



▼
愛
知
県
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
（
県
）

対
象
者

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方

○
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
と
療
育
手
帳
Ｂ

判
定
を
併
せ
て
お
持
ち
の
方

※
特
別
障
害
者
手
当
対
象
者
は
除
き
ま
す
。

支
給
金
額

障
害
の
程
度
に
よ
り
、
２
段

階
に
分
か
れ
ま
す
。

▽
１
種

月
額
１
万
６
１
０
０
円

▽
２
種

月
額
７
０
０
０
円

▼
特
別
障
害
者
手
当
障
害
児
福
祉
手
当

（
国
）

対
象
者

在
宅
で
、
身
体
ま
た
は
知
的
に

著
し
い
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
方

支
給
金
額

◇
特
別
障
害
者
手
当

月
額
２
万
６
４
４
０
円

◇
障
害
児
福
祉
手
当

月
額
１
万
４
３
８
０
円

※
障
害
の
程
度
に
よ
り
、
県
加
算
制
度
が

あ
り
ま
す
。

▼
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

タ
ク
シ
ー
等
の
基
本
料
金
を
助
成
し
ま

す
。
助
成
券
は
、
１
冊
２４
枚
綴
り
で
、
必

要
で
あ
れ
ば
年
間
２
冊
ま
で
交
付
し
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

○
下
肢
、
体
幹
、
視
覚
、
聴
覚
、
腎
臓
、

呼
吸
器
障
害
で
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
・
２
級
の
方

○
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

○
特
定
疾
患
医
療
給
付
事
業
受
給
者
票
を

お
持
ち
の
方

▼
有
料
道
路
通
行
料
金
割
引
制
度

手
帳
に
割
引
有
効
期
限
を
記
載
し
ま
す
。

対
象
者

▽
本
人
運
転
の
場
合

全
て
の
身
体
障
害

者
▽
本
人
以
外
が
運
転
の
場
合

重
度
の
身

体
障
害
者
（
第
１
種
）、
重
度
の
知
的

障
害
者
（
療
育
Ａ
）

※
自
動
車
の
名
義
人
は
、
本
人
ま
た
は
本

人
の
親
族
に
限
り
ま
す
。

割
引
料
金
額

通
常
料
金
の
半
額

有
効
期
限

申
請
日
か
ら
２
回
目
の
誕
生

日
ま
で

※
更
新
は
有
効
期
限
満
了
日
の
２
か
月
前

か
ら
お
こ
な
え
ま
す
。

必
要
書
類

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

②
自
動
車
検
査
証

③
運
転
免
許
証
（
本
人
運
転
の
場
合
）

※
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
申
請
さ
れ
る
方
は
、
障

害
者
本
人
の
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
」
お
よ

び
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申

込
書
・
証
明
書
」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

障
害
者
自
ら
が
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
は
、

国
・
県
・
町
と
利
用
者
（
原
則
１
割
負
担
）

で
費
用
を
負
担
し
ま
す
。（
サ
ー
ビ
ス
の
種

類
に
よ
っ
て
負
担
の
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

対
象
者

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、

精
神
障
害
者
、
障
害
児

▼
介
護
給
付

◇
居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

◇
重
度
訪
問
介
護

◇
行
動
援
護

◇
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

◇
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

◇
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

◇
療
養
介
護

◇
生
活
介
護

◇
施
設
入
所
支
援
（
障
害
者
支
援
施
設
で

の
夜
間
ケ
ア
等
）

◇
共
同
生
活
介
護
（
ケ
ア
ホ
ー
ム
）

▼
訓
練
等
給
付

◇
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
・
生
活
訓
練
）

◇
就
労
継
続
支
援
（
Ａ
型
、
Ｂ
型
）

◇
共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

▼
自
立
支
援
医
療

◇
更
生
医
療

◇
精
神
通
院
医
療

▼
補
装
具

▼
地
域
生
活
支
援
事
業

◇
相
談
支
援
事
業

◇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

◇
日
常
生
活
用
具
の
給
付

◇
移
動
支
援
事
業

◇
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

◇
そ
の
他
事
業
（
日
中
一
時
支
援
、
訪
問

入
浴
等
）

11 平成19年12月号

外外
出出
へへ
のの
ササ
ポポ
ーー
トト

障障
害害
者者
自自
立立
支支
援援
法法

障
害
の
あ
る
方
に
は
、
そ
の
他
に
も

様
々
な
福
祉
制
度
が
あ
り
ま
す
。

福
祉
制
度
の
利
用
等
に
関
す
る
ご
相

談
は
、
地
域
生
活
支
援
事
業
の
相
談
支

援
事
業
と
し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
身
体
障
害
・
知
的
障
害
の
あ
る
方
の

相
談
窓
口

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

蘂
９４
―

２
２
２
７

●
精
神
障
害
の
あ
る
方
の
相
談
窓
口

医
療
法
人
桜
桂
会

地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
希
楽
里

蘂
０
５
６
８
―

６３
―

０
２
２
１

問
合
せ
先

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

福
祉
課

蘂
９４
―

１
２
２
２

12月3日（月）から9日（日）は障害者週間です
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冷
え
込
み
も
厳
し
く
な
り
、
火
を
使
用

す
る
機
会
が
増
え
、
火
災
の
起
こ
り
や
す

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
火
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

万
が
一
、
火
災
が
起
き
て
し
ま
っ
た
と

き
に
は
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
早
い
発

見
」
と
「
早
い
通
報
」、
そ
し
て
「
初
期
消

火
」
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

消
防
署
で
は
、「
も
し
も
」
に
備
え
て
防

火
指
導
、
初
期
消
火
訓
練
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

指
導
内
容

▽
粉
末
消
火
器
に
よ
る
消
火
方
法

▽
天
ぷ
ら
油
火
災
の
消
火
方
法

▽
簡
易
消
火
栓
、
消
火
用
ホ
ー
ス
の
取
扱

い
▽
防
火
、
防
災
講
話

な
ど

対
象
・
町
内
事
業
所
、
自
治
会
、
自
主
防

災
会
、
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
、
各
学
校
、

各
種
団
体

地
域
で
お
こ
な
わ
れ
る
訓
練
会
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。
火
災
予
防
の
方
法
や
、「
も

し
も
」
の
と
き
の
消
火
方
法
な
ど
を
学
び
、

火
災
や
災
害
か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

申
込
み

丹
羽
消
防
署
本
署

蘂
９５
―

５
１
５
１

大
口
出
張
所

蘂
９５
―

０
１
１
９

も
し
も
の
と
き

あ
な
た
は
消
せ
ま
す
か
？

防防
火火
指指
導導
をを
受受
けけ
まま
しし
ょょ
うう
！！

―
普
通
救
命
講
習
会
―

日
時

１２
月
１５
日
貍

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所

丹
羽
消
防
署

本
署

※
２
名
以
上
で
あ
れ
ば
、
都
合
の
よ
い

日
時
に
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
本
署

蘂
９５
―

５
１
５
１

大
口
出
張
所

蘂
９５
―

０
１
１
９

お
宅
の
灯
油
か
ん
は
、
何
年
使
っ
て
い

ま
す
か
？

灯
油
か
ん
は
、
長
い
間
使
っ
て
い
る
と

劣
化
し
て
き
ま
す
。
買
っ
た
と
き
よ
り
硬

く
な
っ
た
も
の
や
色
あ
せ
た
も
の
は
、
少

し
の
衝
撃
で
灯
油
か
ん
に
亀
裂
が
入
り
、

灯
油
が
漏
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

灯
油
か
ん
は
、
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
、
雨
、

風
、
日
光
の
当
た
る
と
こ
ろ
に
保
管
す
る

と
、
性
能
が
早
く
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

灯
油
に
と
っ
て
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
物

置
の
よ
う
な
暗
く
て
温
度
の
低
い
と
こ
ろ

に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ベ
ラ
ン
ダ

な
ど
に
お
く
場
合
は
覆
い
を
し
て
紫
外
線

を
遮
断
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

灯
油
か
ん
は
、
５
年
を
目
安
に
取
り
替

え
る
の
が
安
全
で
す
。
ふ
た
の
点
検
も
忘

れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。

灯
油
か
ん
を
購
入
す
る
際
は
、「
推
奨
」

「
認
定
」
ラ
ベ
ル
の
あ
る
も
の
、
灯
油
用
と

示
さ
れ
て
い
る
も
の
を
購
入
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
灯
油
か
ん
に
ガ
ソ
リ
ン
を
入

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
の
お
宅
の
灯
油

か
ん
を
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

住まいの
防火

丹羽消防署 消防課
95-5158

確
認
し
て
灯
油
か
ん

交交
換換
のの
目目
安安
はは
約約
５５
年年
でで
すす

灯灯
油油
かか
んん
のの
保保
管管
場場
所所
はは
？？



田
見
廻
る
農
夫
の
笑
顔
秋
日
和

酒
井
せ
い
女

縁
側
で
薄
茶
い
た
だ
く
秋
日
和

田
山
地
美
名

秋
日
和
濤
ひ
た
ひ
た
朱
の
鳥
居

野
田

信
子

風
の
筋
み
せ
て
揺
る
る
や
猫
じ
ゃ
ら
し

丹
羽

壽
子

猫
じ
ゃ
ら
し
猫
あ
き
も
せ
ず
た
は
む
れ
り

宮
下
喜
代
子

猫
じ
ゃ
ら
し
お
い
で
お
い
で
を
繰
り
返
し

舟
橋

貫
次

陽
に
靡
き
朝
の
あ
い
さ
つ
猫
じ
ゃ
ら
し

竹
内

春
美

ど
の
子
に
も
言
い
分
の
あ
り
猫
じ
ゃ
ら
し

土
川
喜
一
郎

オ
カ
リ
ナ
の
音
色
に
痺
れ
霧
舞
ひ
て野口

和
揮

ほ
ろ
酔
ひ
て
い
さ
さ
か
乱
る
秋
海
棠丹羽

清
声

町
中
が
金
木
犀
の
風
の
中

屋
代

和
女

露
草
や
今
宵
の
雨
に
藍
深
め

恒
川

子

便
り
無
き
友
を
気
遣
い
秋
闌
け
る縣

弘
子

秋
晴
れ
や
町
に
自
慢
の
新
校
舎

荒
谷
富
美
子

一
夜
漬
刻
む
厨
に
つ
づ
れ
さ
せ

神
谷

さ
ち

水
澄
め
り
夜
目
に
も
著し

る
き
底
の
石沢田

扶
左
を

こ
の
道
は
墓
へ
行
く
み
ち
猫
じ
ゃ
ら
し

梅
田

康
子

飛
行
雲
虹
へ
挑
ん
で
い
る
ご
と
く川

手

一
海

落
葉
掃
く
夫
の
仕
種
い
た
に
つ
き権

藤

富
子

思
い
出
の
整
理
し
だ
い
に
な
ご
む
顔土田

千
惠
子

日
本
一
人
生
ド
ラ
マ
盛
り
込
ん
で長

野

ま
す

一
つ
ず
つ
心
配
事
が
減
っ
て
老
い八

木
百
合
子

味
よ
り
も
由
緒
が
決
め
手
旅
土
産吉

田

雄
亮

寂
し
い
日
郵
便
受
け
を
覗
き
こ
み安

藤

久
子

反
論
も
出
来
ず
定
年
来
て
し
ま
い平

尾

幸
助
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今
月
は
、
好
評
開
催
中
の
企
画
展
「
中

学
校
の
思
い
出
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
は
、
平
成
２０
年
４
月
に

２
つ
の
中
学
校
を
統
合
す
る
に
あ
た
っ
て
、

大
口
中
学
校
と
大
口
北
部
中
学
校
の
歴
史

を
振
り
返
り
、
先
生
や
卒
業
生
、
そ
し
て

地
域
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
集
約
し
て
、
新

し
い
中
学
校
に
そ
の
思
い
を
つ
な
げ
よ
う

と
い
う
意
図
で
企
画
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
先
生
方
か
ら
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ど
の
世
代
の
先
生

に
も
言
え
る
こ
と
は
、
時
代
が
変
わ
っ
て

も
、
生
徒
に
注
ぐ
愛
情
に
変
わ
り
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

北
部
中
学
校
の
開
校
前
年
、
当
時
大
口

中
学
校
の
美
術
教
員
だ
っ
た
戸
田
清
徳
先

生
（
現
北
部
中
学
校
教
頭
）
は
、
教
育
委

員
会
の
命
を
受
け
、
大
口
北
部
中
学
校
の

校
章
の
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
が
、

そ
の
図
案
は
５０
案
（
展
示
中
）
に
も
の
ぼ

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
開
校
後
の
昭
和
６３

年
の
冬
に
は
、
立
志
の
塔
の
作
成
も
手
が

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
初
に
粘
土
で
い
く

つ
か
の
案
を
作
り
、
そ
の
中
か
ら
生
徒
に

選
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
骨
組
み
な
ど
も

先
生
自
身
が
手
掛
た
大
作
で
す
。（
作
成
工

程
を
ア
ル
バ
ム
に
し
て
展
示
）

こ
の
企
画
展
は
、
１
月
１４
日
豺
ま
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

伝
統
芸
能
発
表
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

１０
月
２８
日
豸
、
小

口
城
址
公
園
で
各
地

区
の
祭
囃
子
や
棒
振

り
（
木
遣
り
）、
西

保
育
園
の
園
児
に
よ

る
太
鼓
の
披
露
な
ど

が
盛
大
に
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

歴
史
民
俗
資
料
館

ご
利
用
案
内

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

３
階

休
館
日

月
・
火
曜
日

※
祝
日
は
開
館

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

入
館
料

無
料

問
合
せ
先

蘂
９４
―
０
０
５
５

▲大口北部中学校立志の塔

青
鷺
の
凛
と
佇
む
岩
の
上

葉
栗

晴
美

か
ゐ
つ
む
り
葦
の
葉
陰
に
見
え
隠
れ笹山

宰
子

秋
の
雨
提
灯
ゆ
れ
る
手
漕
舟

長
谷
川
す
ゞ
子

手
漕
舟
漕
ぎ
行
く
先
の
葦
の
花

丹
羽
留
理
子

稲
の
穂
の
一
粒
づ
つ
の
朝
の
露

水
野

邦
子

廃
屋
へ
竹
春
の
笹
降
り
継
げ
り

近
藤

清
子

蕎
麦
の
花
遠
く
は
空
に
溶
け
込
め
り大野

正
子

漆
紅
葉
裾
を
さ
走
る
沢
の
音

野
々
山
照
子

薄
紅
葉
一
揆
の
城
の
山
気
か
な

土
川

照
恵



日
時
お
よ
び
対
象

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
１
回
）

▽
１２
月
７
日
貊

平
成

１９
年
２
月
生
ま
れ

の
乳
幼
児

●
Ｂ
Ｃ
Ｇ

▽
１２
月

１４
日
貊

平
成

１９
年
８
月
生
ま
れ

の
乳
児

※
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
２
時

※
対
象
以
外
の
方
は
電
話
等
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
方
へ

体
調
が
心
配
な
と
き
は

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
予
診
票
お
よ
び
母
子
手

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

申
込
み

医
療
機
関
に
予
約
後
、
問
診
票

と
接
種
料
（
１
０
０
０
円
）
を
持
参
し
、

直
接
医
療
機
関
に
て
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

実
施
機
関

１２
月

２８
日
貊
ま
で

場
所

大
口
町
・
扶
桑
町
・
犬
山
市
・
江

南
市
の
委
託
医
療
機
関

対
象

次
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
方

①
満

６５
歳
以
上
で
町
内
に
お
住
ま
い
の
方

②
満

６０
歳
以
上

６５
歳
未
満
の
町
内
に
お
住

ま
い
の
方
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器

の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
害
（
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
相
当
）
を
有
す
る
方

接
種
回
数

１
回

※
ご
不
明
な
点
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

わ
が
国
に
お
け
る
Ｂ
型
肝
炎
お
よ

び
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
持
続
感
染

者
（
キ
ャ
リ
ア
）
は
、
あ
わ
せ
て
３

０
０
万
人
以
上
に
の
ぼ
る
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
持
続
感
染
者
は
、
あ
ま
り
症
状

が
現
れ
な
い
た
め
に
感
染
に
気
づ
か

な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
治

療
を
受
け
ず
に
放
置
し
て
い
る
と
、

肝
硬
変
や
肝
ガ
ン
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
感
染
を
早
期
に
発

見
し
て
、
適
切
な
治
療
を
お
こ
な
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
、
江
南
保

健
所
で
は
感
染
者
の
早
期
発
見
と
早

期
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
、
今
年
４

月
か
ら
Ｂ
型
肝
炎
お
よ
び
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
の
無
料
検
査
を
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
Ｂ
型
・
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
主
に
血
液
を
介
し

て
感
染
し
ま
す
の
で
、
輸
血
や
大
き

な
手
術
な
ど
を
受
け
不
安
の
あ
る
方

は
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

詳
細
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

毎
週
月
曜
日

午
後
１
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
（
祝
日
、
年
末

年
始
は
除
く
）

場
所

江
南
保
健
所

検
査
手
数
料

無
料

検
査
方
法

約
５
ml
の
血
液
を
採
取

検
査
結
果

翌
週
の
木
曜
日
以
降

問
合
せ
先

江
南
保
健
所
衛
生
課
衛

生
グ
ル
ー
プ

蘂
５６
―

２
１
５
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/
iryofukushi/konan-hc/
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申込みおよび問合せ先
蘂94―0051

集
団
予
防
接
種

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
の
無
料
検
査
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医
療
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
現
在
、

「
老
人
保
健
法
」
に
よ
り
大
口
町
が

医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
る
基
本
健

康
診
査
は
、
平
成

２０
年
４
月
か
ら
は

「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
医
療
保
険
者

（
国
民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
組
合

な
ど
）
が
加
入
者
に
対
し
て
実
施
す

る
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

に
移
行
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
基
本
健
康
診
査
で
健
診

を
受
診
さ
れ
て
い
た
方
は
、

平
成

２０
年
４
月
か
ら
は
医
療
保
険
者

が
実
施
す
る
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
を
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
な
受
診
方
法
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
、
ご
加
入
の
医
療
保
険
者

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

特定健康診査・特定保健指導とは？

●目的
メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）

に着目し、糖尿病などの有病者・予備軍を減少
させることを目的としています。
●内容
①特定健康診査…身体測定、腹囲測定、問診、

血圧測定、検尿、血液検査等
②特定保健指導…内臓脂肪型肥満と高血糖など

の健診結果により、受診者の方に応じたそれ
ぞれの支援をおこないます。

●情報提供 受診者全員におこないます
●動機づけ支援 原則1回の支援をおこないます
●積極的支援 3か月から6か月の継続的な支援

をおこないます

「メタボリックシンドローム
（内臓脂肪症候群）」

糖尿病などの生活習慣病は、それぞれの病気
が別々に進行するのではなく、おなかの内臓ま
わりに脂肪がたまる内臓脂肪型肥満が大きくか
かわるものであることがわかってきました。

この内臓脂肪型肥満に加え
て、高血糖・高血圧・脂質異
常のうちいずれか2つ以上を合
わせもった状態をメタボリッ
クシンドローム（内臓脂肪症
候群）といいます。

15 平成19年12月号

区 分
実 施 方 法 等

平成20年3月まで 平成20年4月以降

40歳から74歳までの方
大口町が基本健康診査として医療
機関で実施

医療保険者（国民健康保険や健康保険組
合など）が特定健康診査・特定保健指導
として実施

75歳以上の方
後期高齢者医療制度の被保険者となるが、
特定健康診査に準じ実施予定

基本健康診査が平成20年4月から
特定健康診査に変わります。
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こ
れ
以
上
な
い
と
い
う
ほ
ど
、
澄

ん
だ
蒼
い
空
。
木
の
葉
が
一
枚
ず
つ

数
え
ら
れ
そ
う
に
く
っ
き
り
し
た

緑
。
た
め
息
が
出
る
く
ら
い
美
し
い

高
山
植
物
。
山
の
風
景
が
好
き
で
登

山
を
始
め
て
三
十
余
年
、
何
度
も
行

く
低
山
や
里
山
も
自
分
の
庭
の
よ
う

に
思
え
て
き
ま
す
。
お
か
げ
で
持
久

力
も
つ
き
、
き
つ
か
っ
た
山
も
「
あ

れ
っ
、
も
う
頂
上
に
着
い
た
」
と
い

う
感
じ
で
す
。
体
力
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、

筋
力
が
少
な
い
よ
う
な
の
で
、
こ
れ

か
ら
は
筋
ト
レ
を
心
が
け
て
軽
々
と

登
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

行 事 日／曜 受 付 時 間 対 象 者 等

4か月児健診 26（水） 午後1:00
～1:30

19年8月生まれの乳児および未受診児
※個別通知をご確認ください

10か月児健診 11（火） 午後1:00
～1:30 19年2月生まれの乳児および未受診児

1歳6か月児健診 18（火） 午後1:00
～1:30 18年5月生まれの幼児および未受診児

3歳児健診 5（水） 午後1:00
～1:30 16年11月生まれの幼児および未受診児

母子健康手帳交付説明会 3（月）
17（月）

午前9:45
～10:00 母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導

プレママ交流会 21（金） 午後1:15
～1:30 妊娠中の方

フレッシュママの会 21（金） 午後1:30
～2:00

生後1～3か月頃の乳児とお母さん
（母子健康手帳を持参）

子育て相談室 6（木）
20（木）

午前9:30
～11:30

子どもの身長・体重測定、保健師・栄養士・助産師によ
る育児や発育に応じた相談と妊婦相談 ※20日は要予約

歯科健診 19（水） 午後1:00
～1:30 2歳3か月児（17年9月生まれ）

もぐもぐ教室 19（水） 午前9:15
～9:30

離乳食後期のお話と調理実習（家族の食事から
の取り分け方） ※要予約

保健師・栄養士による健康相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

生活習慣病予防、食生活改善、その他健康につ
いての相談

歯科衛生士による口腔相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

歯についての悩みや、歯のお手入れ方法などの
相談 ※要予約

歩く健康のつどい 11（火）
25（火）

午前9:30
～9:45

血圧測定、尿検査、ストレッチ体操、1時間歩
行など

地
域
で
の
介
護
予
防

ひだまりの会
（中小口地区コミュニティーセンター）

14（金） 午前10:00 ご家庭から外出する機会の少ない高齢者の方を対象に、レクリ
エーション・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。

しなやかお達者の会
（余野学共施設）

10（月）
17（月） 午前10:00 介護予防のための筋力トレーニングを中心とし

た運動・その他レクリエーションをおこないま
す。しなやかお達者の会

（豊田学共施設）
11（火）
25（火） 午前10:00

水野美智代さん

94̶005194̶0051



今
月
の
健
康
俳
句

秋
の
海
二
つ
影
置
く
夫
婦
岩

縣

弘
子

問合せ先 保健センター 蘂94―0051

今
月
の
健
康
川
柳

あ
れ
こ
れ
と
趣
味
も
ひ
と
つ
の
健
康
法

土
田
千
恵
子

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
口
俳
句
会
・
大
口
川
柳
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
づ
く
り
の
一
役
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

健康おおぐち21 シンボルマーク

日常生活の中で意識して動こう！日常生活の中で意識して動こう！
いつまでも自分の歯で食べよう

いつまでも明るく、歯を出して笑おう
はじめの一歩はじめの一歩はじめの一歩はじめの一歩はじめの一歩
歯の目標

8020運動「歯の健康コンクール」
～80歳以上で20本以上 90歳以上で18本以上歯を残そう！～

歯の健康コンクール表彰者発表！！

はちまるにいまる

11月3日（土）、8020運動「歯の健康コンクール」表彰式がおこなわれました。
80歳以上で自分の歯が20本以上ある方および90歳以上で18本以上歯のある方を募集し、歯
科医の審査により優良であった方を表彰者しました。今年度受賞された3名の方に8020の秘訣
を質問しましたのでご紹介します。

4つの質問
①好きな食べ物は？②今の楽しみは？
③8020受賞の気持ちは？
④若い人たちへのメッセージをひとこと

自分の歯が 20本以上ある人の割合
（厚生労働省 歯科疾患実態調査 平成 17年）
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伊藤 巴さん
（81歳）22本

①何でも頂きますが野菜はよ
く食べます。②新聞を読むこ
と。テレビで世界情勢を毎日
興味深く見ています。③
8020受賞という話を頂きび
っくりしました。④若い頃か
らブラッシング指導を受け、
早め早めのケアをしていって
ください。

藤田ゑい子さん
（80歳）21本

①好き嫌いなく何でも食べま
す。ウインナーとするめが特
に好き。②買い物へ行くこと。
畑で作物を育てること（大き
くなるとかわいいです。）③
とてもうれしい気持ちです。
自分の歯でかめることは幸
せ。④3食しっかり食べて散
歩して季節を感じています。
規則正しい生活を送ることが
8020達成の秘訣です。

近藤すみ子さん
（80歳）27本

①何でも食べる。酢の物が好
き。②買い物に行くこと。畑
仕事。④若い頃から歯みがき
の習慣をつけ、今に至ってい
ます。食べたら磨くを習慣づ
けて、多くの方に8020を達
成して頂きたいです。

～80歳で20本以上の歯を残す秘けつ～
①バランスのよい食事をとり、よくかんでたべま
しょう②禁煙に努め、ストレスをためず、肥満を
予防しましょう③年1回は定期健診を、年2回は
歯の健康づくりのアドバイスを受けましょう

17 平成19年12月号



町
で
は
、
ま
ち
の
環
境
保
全
・
資
源
の

有
効
利
用
の
た
め
「
焼
却
ご
み
２０
％
削
減
」

を
目
標
に
、
ご
み
減
量
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
年
末

は
ど
の
家
庭
で
も
、
大
掃
除
な
ど
で
ご
み

が
大
変
多
く
な
り
ま
す
。
特
に
年
末
最
後

の
１
週
間
の
可
燃
ご
み
の
量
は
、
他
の
月

の
１
週
間
の
ご
み
の
量
の
４２
％
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ご
み
を
少
し
で
も
減
ら
す
た

め
、『
町
内
一
斉
焼
却
ご
み
減
量
週
間
』
を

次
の
日
程
で
実
施
し
、
昨
年
度
の
年
末
１

週
間
の
ご
み
の
量
「
８
万
９
８
２
０
㌔
グ

ラ
ム
」
の
２０
％
削
減
を
目
指
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

役
場

環
境
経
済
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
６
８

年末ごみ減量作戦
実施方法

【期間】12月24日豺から30日豸
※土日祝日含む

①各地区の学供施設等に午前9時30
分から午後4時まで資源ごみの回
収容器を設置し、資源回収を実施
します。
対象の資源ごみ
▽ざつがみ
▽容器包装プラスチック
▽その他のプラスチック
※各回収場所に当番はいません。各
自マナーを守ってご利用ください。

②リサイクルセンターを午前9時か
ら午後8時まで開設します。

皆さんのご理解とご協力を
よろしくお願いします！

「
ブ
リ
ッ
ジ
か
入
れ
歯
か
？
」

歯
を
抜
い
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

誰
で
も
分
か
る
よ
う
に
噛
む
力
が
以
前

よ
り
小
さ
く
な
り
ま
す
。
第
一
大
臼
歯

が
抜
け
た
場
合
は
３０
％
以
上
も
咬
合
力

が
減
少
し
ま
す
。
そ
の
た
め
食
事
に
時

間
が
か
り
、
消
化
器
官
に
も
負
担
が
た

く
さ
ん
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
歯
の
噛
み
合
わ
せ
が
悪

く
な
っ
て
き
ま
す
。
抜
け
た
歯
と
対
合

す
る
歯
が
の
び
て
き
た
り
、
両
隣
の
歯

も
傾
い
て
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
顎
の

関
節
に
た
く
さ
ん
の
負
担
が
か
か
っ
て

顎
関
節
症
に
な
っ
た
り
、
肩
こ
り
や
頭

痛
ま
で
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ブ
リ
ッ
ジ
（
両
隣
の
歯
で
固
定
し
て

補
う
方
法
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
歯
を

削
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）
に
す
る

か
、
入
れ
歯
（
両
隣
の
歯
に
バ
ネ
を
か

け
て
補
う
方
法
で
す
が
、
自
分
で
着
脱

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）
に
す
る

か
の
選
択
は
症
例
に
よ
っ
て
違
っ
て
き

ま
す
が
、
ど
ち
ら
の
方
法
に
も
長
所
と

短
所
が
あ
り
ま
す
。

歯
の
清
掃
が
う
ま
く
で
き
れ
ば
入
れ

歯
で
よ
い
と
思
い
ま
す
が
、
ブ
リ
ッ
ジ

の
ほ
う
が
着
脱
す
る
面
倒
が
な
く
、
し

っ
か
り
と
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
よ

く
噛
め
る
と
い
う
患
者
さ
ん
が
多
い
よ

う
で
す
。
も
う
一
つ
の
方
法
と
し
て
、

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
保
険
適

用
外
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー

ス
で
す
か
ら
、
担
当
医
と
よ
く
相
談
し

て
決
め
て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
料
控
除
に
使
用
す
る
た
め
の

国
民
健
康
保
険
税
納
付
確
認
票
ま
た
は
介

護
保
険
料
納
付
証
明
書
は
、
確
定
申
告
に

合
わ
せ
、
平
成
２０
年
１
月
下
旬
に
発
送
す

る
予
定
で
す
。
年
末
調
整
で
年
内
に
必
要

な
方
は
、
国
民
健
康
保
険
税
納
付
確
認
票

は
保
険
年
金
課
、
介
護
保
険
料
納
付
証
明

書
は
福
祉
課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

保
険
年
金
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
５
１

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

福
祉
課

蘂
９４
―

１
２
２
２

保
険
税
納
付
確
認
票
の
発
送
に
つ
い
て

平成19年12月号 18



「可燃ごみは、収集日の朝に！」
毎年、年末年始にかけて道路に置かれた可燃ごみを見かけます。皆さんルールを守りましょう。

役場および各施設 は、休業日

衛生関係 は、休業日

※役場業務が休業中でも、死亡・婚姻等の戸籍届については受付のみできます。

19 平成19年12月号

施 設 名 23
（日）

24
（月）

25
（火）

26
（水）

27
（木）

28
（金）

29
（土）

30
（日）

31
（月）

1
（火）

2
（水）

3
（木）

4
（金）

5
（土） 備 考

役場業務全般（下記以外）

中
央
公
民
館

憩いの四季 26日貉は憩いの湯のみ休み

さくら屋

学校教育課

中央公民館内施設

図書館

生涯学習課

温水プール 水入替作業等のため12月21日か
ら1月5日まで休業

各スポーツ施設（グランド等）

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

保健センター（健康課）

福祉課・地域包括支援センター

こども課

地域振興課

社会福祉協議会

歴史民俗資料館

研修センター

トレーニングセンター

喫茶ほほえみ 1月6日豸まで休み

保育園

児童センター

町民会館

巡回バス

施 設 名 23
（日）

24
（月）

25
（火）

26
（水）

27
（木）

28
（金）

29
（土）

30
（日）

31
（月）

1
（火）

2
（水）

3
（木）

4
（金）

5
（土） 備 考

可燃ごみ収集

し尿くみ取り、浄化槽清掃

死亡した犬・猫の引き取り

尾張北部聖苑

資源リサイクルセンター 12月24日から30日
は午後8時まで



本人の電子署名および電子証明書を付して所得税の
確定申告をe-Tax（電子申告）でおこなうと、最高
5,000円の所得税の税額控除※を受けることができる
ようになりました。
※平成19年分または平成20年分のいずれか1回のみ。ただし、平
成19年分は平成20年3月17日豺、平成20年分は平成21年3月16
日豺までに申告された場合に限ります。

e-Taxをご利用いただくには、事前に住民基本台帳
カードおよび電子証明書を取得する必要があります。
※別途ICカードリーダライタ（3000円程度）が必要です
なお、確定申告の時期が近づくと、発行窓口（生活
課）が混み合うことが予想されますので、早めの手続
きをお願いします。
問合せ先
▼e-Taxについて 小牧税務署 蘂0568-72-2111
（国税庁ホームページ http://www.e-tax.nta.go.jp）
▼住民基本台帳カード、電子証明書について
役場 生活課 蘂95-1111 内線128

平
日
、
仕
事
の
都
合
等
で
税
金
を
納
め

ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
税
務
課
収
納
窓

口
の
延
長
お
よ
び
開
設
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

▽
１２
月
２１
日
貊

午
後
７
時
ま
で
延
長

▽
１２
月
２
日
豸
、
２３
日
豸

午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
開
設

場
所

役
場

税
務
課

※
役
場
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
１

建
替
え
・
老
朽
化
に
よ
り
家
屋
を
取
り

壊
し
た
と
き
は
、
登
記
の
し
て
あ
る
家
屋

は
法
務
局
で
滅
失
登
記
を
、
登
記
の
し
て

い
な
い
家
屋
は
役
場
税
務
課
へ
取
り
壊
し

届
を
年
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
３

町
で
は
、
今
年
中
に
新
築
・
増
築
し
た

物
件
に
つ
い
て
、
来
年
度
か
ら
固
定
資
産

税
の
課
税
対
象
に
な
る
た
め
、
家
屋
調
査

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
建
物
の
構
造
や
使
用
資
材
を

調
査
し
て
、
固
定
資
産
税
台
帳
に
登
録
を

す
る
た
め
の
も
の
で
、
事
前
に
調
査
日
時

を
調
整
し
、
当
日
は
職
員
が
訪
問
し
て
お

こ
な
い
ま
す
。

調
査
時
に
は
図
面
な
ど
の
書
類
を
見
せ

て
い
た
だ
い
た
り
、
家
の
中
に
入
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
３

地
方
分
権
推
進
に
よ
る
税
源
移
譲
の
た

め
、
次
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

●
税
源
移
譲
で
所
得
税
が
減
少
し
た
結
果
、

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
限
度
額
が
所
得
税
よ

り
大
き
く
な
り
控
除
し
き
れ
な
く
な
っ

た
方
は
、
住
民
税
か
ら
控
除
す
る
措
置

が
と
ら
れ
ま
す
。（
平
成
１１
年
か
ら
１８

年
ま
で
に
入
居
し
た
場
合
に
限
り
適
用

さ
れ
ま
す)

該
当
さ
れ
る
方
は
、
平
成
２０
年
３
月
１７

日
ま
で
に
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

収収
納納
窓窓
口口
のの
延延
長長
・・
開開
設設

家家
屋屋
をを
取取
りり
壊壊
しし
たた
らら

家家
屋屋
調調
査査
にに
ごご
協協
力力
をを

税税
額額
控控
除除
等等
のの
変変
更更

▽
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る
方

確
定
申
告
時
に
合
わ
せ
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
年
末
調
整
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け

る
方

役
場
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
源
泉
徴
収
税
額
が
「
０
」
で
な
い
方
は
、

所
得
税
で
控
除
済
み
の
た
め
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

※
申
告
時
に
住
宅
ロ
ー
ン
の
借
入
金
残
高

の
記
入
が
必
要
で
す
。

●
税
源
移
譲
時
の
年
度
間
の
所
得
変
動
が

あ
っ
た
方
（
平
成
１９
年
中
の
所
得
が
大

き
く
下
が
り
、
所
得
税
が
か
か
ら
な
く

な
っ
た
場
合
等
）
に
つ
い
て
、
減
額
措

置
が
適
用
さ
れ
ま
す

該
当
さ
れ
る
方
は
、
平
成
１９
年
１
月
１

日
現
在
の
住
所
地
の
市
町
村
へ
、
平
成
２０

年
７
月
中
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設
に
よ
り
短
期

損
害
保
険
料
が
廃
止
さ
れ
ま
す

地
震
保
険
料
と
長
期
損
害
保
険
料
（
平

成
１８
年
１２
月
３１
日
ま
で
に
契
約
し
た
も
の
）

で
、
住
民
税
で
２
万
５
０
０
０
円
、
所
得

税
で
５
万
円
を
限
度
額
と
し
て
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
１
８

「e-Tax」で申告すると、
最高5,000円の税額控除が受けられます

平成19年12月号 20



愛
知
万
博
の
理
念
を
次
世
代
に
語
り
継

ぎ
、
市
町
村
の
交
流
を
目
的
と
す
る
『
愛

知
駅
伝
』
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
今

年
は
、
レ
ー
ス
の
模
様
が
テ
レ
ビ
で
生
中

継
さ
れ
ま
す
。

大
口
町
で
も
こ
の
駅
伝
に
向
け
、
選
考

会
に
よ
り
町
内
在
住
・
在
勤
の
方
々
で
チ

ー
ム
を
編
成
し
ま
し
た
。

「
今
年
は
昨
年
を
上
回
る
成
績
を
残
し

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
る
吉
野
監
督
の

期
待
に
応
え
る
べ
く
、
本
番
に
向
け
て
練

習
を
重
ね
る
小
学
生
か
ら
４０
歳
代
ま
で
の

１８
名
の
選
手
た
ち
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
応
援

し
て
く
だ
さ
い
！

21 平成19年12月号

小
学
生

男
子

鈴木秀典
荒川純也

小
学
生

女
子

丹羽真緒李
西 美優

中
学
生

男
子

加藤 憲
丹羽慶貴

中
学
生

女
子

河村梨菜
吉田知杜

ジ
ュ
ニ
ア

男
子

井戸皓大
加藤 龍

ジ
ュ
ニ
ア

女
子

大野礼絵
江口真未

一
般

男
子

千田尚孝
高木秀将

一
般

女
子

永井百合加
中村直子

４
０
歳

以
上

大野順一
中村真治

監督 吉野俊秀
コーチ 伊奈 優

愛知駅伝選手名簿

テ
レ
ビ
生
放
送
！

12
月
１
日
（
土
）
正
午
か
ら
午
後
２

時
30
分

東
海
テ
レ
ビ
で
放
送
予
定

平
成
１９
年
１１
月
５
日
付
け
で
、
鈴
木
鹿

太
郎
さ
ん
が
監
査
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し

た
。監

査
の
職
務
に
必
要
な
専
門
知
識
や
豊

富
な
経
験
を
有
す
る
鈴
木
委
員
に
、
今
後

も
監
査
委
員
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

１０
月
３０
日
貂
、
役
場
を
始
め
と
す
る
町

内
の
各
施
設
に
、
北
部
中
学
校
の
生
徒
か

ら
菊
の
花
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
菊
の
花
は
、
人
権
の
花
運
動
の
一

環
と
し
て
、
北
部
中
学
校
一
年
生
の
生
徒

８７
名
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活
用
し
、

一
人
一
鉢
の
菊
を
７
月
中
旬
か
ら
丹
精
込

め
て
栽
培
し
て
き
た
も
の
で
す
。

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
関
わ

り
な
が
ら
、
郷
土
愛
と
福
祉
の
心
を
育
む

こ
と
を
目
的
と
し
て
育
て
ら
れ
た
こ
の
菊

の
花
は
、
町
内
の
各
施
設
で
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

菊
の
花
に
思
い
を
込
め
て

▲鈴木鹿太郎監査委員

監
査
委
員
の
再
任



★パソコンの日
12月1日（土）、22日（土）
午前10時から午後4時
★クリスマス制作「リース」
12月4日（火）、5日（水）
午後3時30分から4時30分
★おやつ作り「ケーキ」（元気クラブ主催）
12月8日（土） 午後1時から3時 定員 20名
費用 100円 申込み 12月1日（土）から
★川柳を詠もう
12月11日（火） 午後4時から4時30分
★わくわく工作
12月15日（土） 午前10時から午後4時
★折り紙教室
12月15日（土） 午後1時30分から4時
★運動あそび「はきリング」
12月18日（火） 午後3時30分から4時30分
★クリスマス会（元気クラブ主催）
12月21日（金） 午後2時から3時
★今月のぬいとり
『ベル』『雪うさぎ』『サンタクロース』『ケーキ』
★子育て支援
○ちびっこ広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも
参加できます

★やってみよう「うらうらゲーム」
12月3日（月）、17日（月） 午後4時から
★ドッジボールの日
12月5日（水） 午後4時から
★おやつ作り「カップケーキ」
12月8日（土） 午前10時から正午 定員 20名
費用 100円 申込み 12月3日（月）から
★体育あそび「体力測定」
12月10日（月） 午後4時から
★クリスマス制作「壁飾り」
12月12日（水）、13（木） 午後3時30分から4時30分
申込み 12月3日（月）から7日（金）
★クリスマス会
12月14日（金） 午後3時から
★北児童センターライブ
12月15日（土） 午後12時30分から
★ドッチビーの日
12月19日（水） 午後4時から
★竜をつくろう
12月26日（水）、27日（木） 午後4時から
★今月のぬいとり
「ポッチャマ」「ツリー」「なーさん」「サンタ」
★今月のおりがみ
「ハートサンタ」「みかんぼうや」
★子育て支援
○コアラ広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます

★今月のあそび
『おどり』『ブロックス』

★今月のぬいとり
『おしりかじり虫』『ウサハナ』『ベル』『ケーキ』
★クッキー作り
12月8日（土） 午後1時30分から3時30分
定員 30名 費用 50円 申込み 12月1日（土）から
★チャレンジ「二人三脚」
12月10日（月）、25日（火） 午後4時から4時30分
★クリスマス制作「クリスマスカード」
12月12日（水） 午後2時から3時
★クリスマス会
12月14日（金） 午後2時から3時
★けん玉検定日
12月17日（月）、20日（木） 午後4時から4時30分
★「菜花」とおどろう
12月22日（土） 午後1時30分から3時
★年賀状を作ろう
12月25日（火） 午後1時30分から3時
持ち物 年賀はがき
★川柳の日
毎週火曜日 午後3時30分から
★子育て支援
○めだか広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます

12
の行事

南児童センター 蘂95-3528
北児童センター 蘂95-7141
西児童センター 蘂96-0481

ふうせんは どうしてそらに いくのかな（西小1年）
ともだちと けんかしたら さみしいな（西小2年）
おばあちゃん いつもおむかえ ありがとう（西小1年）

平成19年12月号 22

月
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ＱＱＱＱ 兄弟平等に子育てしているのか不安にな
ります。

ＡＡＡＡ あまり難しく考えないで、外の人から見
て同じように見えるように接してみましょ

う。「お母さん、ぼくのこと嫌いになったでしょ
う」と言われたら、「大好きよ」と抱きしめてく
ださい。なるべく同じように接していく、親とし
ての態度も必要です。
お母さんはときには女優さんでもあるのです

よ。自分ができないところを、夫である父親の手
助けでカバーすることも大切です。

「クリスマスケーキ」
クリスマスケーキは、「イエス・キリストの誕

生日を祝うバースデーケーキ」が由来のようです。
クリスマスがキリストの誕生日ということを思え
ば納得ですよね。
現在の日本のクリスマスケーキは、スポンジケ

ーキにホイップクリームを塗り、砂糖細工のサン
タやツリー、いちごなどを飾りつけたものが一般
的です。これは日本の菓子メーカーが広めたもの
です。また、バースデーケーキのようにろうそく
に火を灯すのも日本や韓国だけで、欧米ではこの
ようなことはありません。

「クリスマス翌日の会話」

Aくん「先生！昨日サンタさんがプレゼント持っ
てきてくれたよ。でね、サンタさんは魔法使い
なんだよ！」

先生「どうして？」
Aくん「だってぼくの家エントツないし、ちゃん
と戸締まりしてあったのに、朝起きたらプレゼ
ントが置いてあったんだよ！」

先生「…サンタさんて凄いね～（笑）」

※写真と本文は関係ありません。

12月の園庭開放日

入
園
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

方
、
保
育
園
へ
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

南
保
育
園

１３
日
貅

中
保
育
園

１３
日
貅

西
保
育
園

１３
日
貅

北
保
育
園

１８
日
貂

※
時
間
は
午
前
９
時
３０
分
か
ら
１１
時
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今
年
も
最
後
の
月
を
む
か
え
ま
し
た
。

一
年
の
最
後
を
締
め
く
く
る
師
走
に
は
、『
ク
リ
ス
マ
ス
』
と
い
う
ビ
ッ
グ
イ

ベ
ン
ト
が
待
っ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
絵
本
を
読
ん
で
、
幸
せ
な
時
間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

「クリスマスにはおくりもの」
五味太郎／作

全体的に色も落ち着いていてかわいいです。また
サンタが途中で大きくなるのですが、それもかわい
い。きっと好奇心が芽生え、おもしろいと思う気持
ちが出てきます。女の子がいるご両親に読んでいた
だきたい一冊です。

「バーニーとトトとクンクンの
12月はまいにちがすてき」
二宮由紀子／文 松永雅之／絵

うさぎのバーニーとあらいぐまのトトとねずみのクン
クンは大の仲良し。一つのおうちにみんなで住んでいま
す。三匹は力を合わせてクリスマスを作っていきます。

「ゆきだるまのクリスマス」
キャラリン・ビーナー／ぶん

マーク・ビーナー／え せなあいこ／やく

クリスマス・イヴの夜ふけ、ゆきだるまたちは、わい
わい集まっておいしいものを食べたり歌を歌ったりと大
騒ぎ。ゆきだるまの秘密がのぞける絵本です。ページの
中に、うさぎやねこ、サンタなど隠し絵がいっぱいです。

「クリスマスまだかな？」
こわせたまみ／さく 秋里信子／え

12月に入るとクリスマスが来るのが待ち遠しいです
ね。ゆうちゃんも、おかあさんとクリスマス・ツリー
を飾って待っています。そんな子どもの待ちきれない
様子がかわいらしく描かれています。

「青い鳥」
モリス・メーテルリンク・井本蓉子／著

森の中に住んでいる兄妹、チルチルとミチル。クリ
スマス・イヴ、眠っている2人の部屋に入ってきたおば
あさんに幸せの青い鳥を探してくるように頼みこまれ、
2人はいろいろな国に行くことになりますが…。

●
お
知
ら
せ

▽
本
・
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル

日
時

１２
月
１
日
貍

午
前
９
時
か
ら

場
所

図
書
館
の
階
段
入
り
口
付
近

▽
お
は
な
し
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

楽
し
い
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
と
も
だ
ち
や
」
を

し
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
来
て
く
だ
さ

い
。

日
時

１２
月
１６
日
豸

午
前
１０
時
か
ら

場
所

中
央
公
民
館
２
階

研
修
視

聴
覚
室



今
月
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

４
か
月
児
健
診
の
待
ち
時

間
中
に
、
赤
ち
ゃ
ん
に
す
す
め

る
絵
本
の
紹
介
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

２６
日
貉

午
後
１
時
か
ら

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

今
月
の
閉
館
日

３
日
豺

４
日
貂

１０
日
豺

１１
日
貂

１７
日
豺

１８
日
貂

２５
日
貂

２８
日
貊

２９
日
貍

３０
日
豸

３１
日
豺

※
２８
日
貊
は
館
内
整
理
日
で
す
。

※
２４
日
豺
は
祝
日
開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

問
合
せ
先

蘂
９５
―

３
９
９
９

図
書
館
で
調
べ
ら
れ
る

気
に
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド

『
紅
白
歌
合
戦
』

紅
白
歌
合
戦
は
毎
年
１２
月
３１
日
の
夜
に

放
送
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
歌
番
組
で
、

国
民
的
行
事
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
『
紅
白
』
は
、
昭
和
２６
年
に
正
月
の
ラ

ジ
オ
番
組
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ

以
前
に
も
『
紅
白
音
楽
試
合
』
と
い
う
番

組
が
大
晦
日
に
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

３
回
で
中
断
し
て
い
ま
す
。

当
初
は
ス
タ
ジ
オ
か
ら
の
公
開
放
送
で

し
た
が
、
新
春
特
別
放
送
の
人
気
番
組
で

見
学
希
望
者
が
多
く
、
ス
タ
ジ
オ
で
は
収

容
で
き
な
く
な
り
、
第
３
回
よ
り
劇
場
か

ら
の
中
継
放
送
と
な
り
ま
し
た
。
第
４
回

か
ら
は
大
晦
日
の
放
送
に
な
っ
た
の
で
、

昭
和
２８
年
は
１
月
と
１２
月
の
２
回
『
紅
白
』

が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
第
４
回
か
ら
は
テ
レ
ビ
中
継
も

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

［書名］ ［著者名等］
幕末の朝廷 家近良樹
軍師・佐々淳行 佐々淳行
ニッポン天才伝 上山明博
ダイエットがやめられない 片野ゆか
きちんとごはん、食べてる？ 松田美智子
仮説の検証 小出五郎
知られざる魯山人 山田 和
N響80年全記録 佐野之彦
さよなら、日本 柳原和子
走ることについて語るときに僕のできること 村上春樹

【12月1日（土）に『あたらしい本』のコーナーに並びます。】

あ
た
ら
し
い
本
の
コ
ー
ナ
ー

［書 名］ ［著者名等］
楽園 上・下 宮部みゆき
ビター・ブラッド 雫井脩介
湿地帯 宮尾登美子
夜明けの街で 東野圭吾
女性の品格 坂東眞理子
No.6 あさのあつこ
光とともに… 9,10,11 戸部けいこ
クローズド・ノート 雫井脩介
七草小屋のふしぎなわすれもの 島村木綿子
反転 田中森一

【10月に利用が多かった一般図書です。】

月
間
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー

参
考
図
書

◎
一
般
書

『
戦
後
史
大
事
典
』

三
省
堂

『
日
本
流
行
歌
史
』

社
会
思
想
社

『
最
新
昭
和
史
事
典
』

毎
日
新
聞
社

◎
児
童
書

『
ま
る
ご
と
わ
か
る３６

５
日
も
の
し
り
百
科
１２
月
』

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

『
心
を
そ
だ
て
る
子
ど
も
歳
時
記
１２
か
月
』講

談
社
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図書館HP http://www.lib.oguchi.aichi.jp/ 携帯電話からの資料検索 http://ilis.lib.oguchi.aichi.jp/mobile.html

●
新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
＆

Ｃ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー

『
威
風
堂
々
』
／
秋
川
雅
史

「
ど
う
ぶ
つ
か
ぞ
く
」
シ
リ
ー
ズ

・
「
か
ば
の
お
や
こ
」
・
「
ら
い
お
ん
の
お
や
こ
」

・
「
ぞ
う
の
お
や
こ
」
・
「
き
り
ん
の
お
や
こ
」

『G
olden

B
est

』

15th
A
nniversary
/
ZA
R
D

テ
ノ
ー
ル
の
貴
公
子
秋
川
雅
史
が
贈
る

ク
ラ
シ
カ
ル
・
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
第
２
弾
。

大
切
な
人
を
想
い
続
け
る
あ
な
た
へ
…

「
千
の
風
に
な
っ
て
」
も
収
録
。

大
自
然
の
中
で
見
せ
る
か
わ
い
ら
し
く

も
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
映
像
物
語
。
お
子
さ
ん

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
と
っ
て
お
き
の

動
物
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
す
。

今
年
、
永
眠
さ
れ
た
坂
井
泉
水
さ
ん
。

あ
の
歌
声
に
思
い
出
を
重
ね
て
み
ま
せ
ん

か
。



日
時

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
９
時
か
ら
正
午

午
後
１
時
か
ら
４
時

連
絡
先

蘂
９６
―

０
６
０
６
ま
た
は
、

薔
０
１
２
０
―

５１
―

０
６
０
６

日
時

１２
月
５
日
貉

午
後
１
時
か
ら
４
時

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
室

（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

１
階
）

相
談
対
象

１８
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を

持
つ
方

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

１２
月
３
日
豺
、
１７
日
豺

午
前
１０
時
か
ら
正
午

午
後
１
時
か

ら
３
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

日
時
お
よ
び
担
当
相
談
員

５
日
貉

母
子
自
立
支
援
員

母
子
就
業
相
談
員

女
性
相
談
員

１２
日
貉

民
生
児
童
委
員

身
体
障
害
者
相
談
員

１９
日
貉

母
子
自
立
支
援
員

母
子
就
業
相
談
員

女
性
相
談
員

２６
日
貉

母
子
会
代
表

知
的
障
害
者
相
談
員

※
５
日
貉
、
１９
日
貉
は
午
前
１０
時
か
ら

正
午
、
午
後
１
時
か
ら
３
時
３０
分

１２
日
貉
、
２６
日
貉
は
午
後
１
時
３０
分

か
ら
３
時
３０
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室

日
時

１２
月
１９
日
貉

午
後
６
時
か
ら

９
時

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

相
談
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
』
の
司
法
書
士
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

主
な
相
談
内
容

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金
問
題

▼
借
入
に
頼
っ
た
生
活
の
見
直
し

▼
借
入
金
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建
支
援

▼
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、
悪
質
商
法

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
借
入
の
分

か
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
で
す
。
相
談
希
望
の
方
は
、

前
日
ま
で
に
環
境
経
済
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

１２
月
２０
日
貅

午
後
１
時
か
ら

４
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

※
前
日
ま
で
に
、
行
政
課
窓
口
ま
た
は
、

電
話
で
予
約
さ
れ
た
方
が
優
先
で
す
。

日
時

１２
月
１０
日
豺

午
前
９
時
か
ら

正
午

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

山
田
喜
久
子
さ
ん

電
話
相
談

中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

蘂
０
５
２
―

９
６
２
―

０
９
９
９

尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

蘂
０
５
８
６
―

７１
―

０
９
９
９

日
時

１２
月
２６
日
貉

午
後
１
時
か
ら

３
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

主
な
相
談
内
容

▼
売
買
、
相
続
、
贈
与
等
に
よ
る
権
利

の
移
転
登
記

▼
抵
当
権
等
担
保
に
関
す
る
登
記

▼
会
社
の
設
立
ま
た
は
変
更
の
登
記

▼
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と

▼
建
物
の
新
増
築
や
取
り
壊
し
、
土
地

の
地
目
変
更
・
分
筆
合
筆
お
よ
び
地

積
更
正
の
登
記

１２
月
４
日
か
ら
１０
日
は
人
権
週
間
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
あ
な
た
の
街
の

相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
親
子
・
夫

婦
・
借
地
・
借
家
・
相
続
な
ど
で
お
悩

み
の
方
、
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
一
度

相
談
し
て
く
だ
さ
い
！

相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時

１２
月
６
日
貅

午
後
１
時
３０
分

か
ら
４
時

場
所

役
場
２
階

第
１
会
議
室

無
料
相
談

無
料
相
談

青
少
年
な
や
み
相
談
室

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂
家
庭
児
童
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
こ
ど
も
課

94
ー
０
２
５
２

蘂

心
配
ご
と
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
社
会
福
祉
協
議
会

94
―
０
０
６
０

蘂

消
費
生
活
相
談

役
場
／
環
境
経
済
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
７

蘂

登
記
相
談

役
場
／
行
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

法
律
相
談

役
場
／
行
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

厚
生
年
金
相
談

役
場
／
保
険
年
金
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
５
１

蘂
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多
重
債
務
者
相
談

役
場
／
環
境
経
済
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
７

蘂

人
権
・
行
政
相
談

役
場
／
生
活
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
２
８

蘂



学
校
に
来
ら
れ
な
い
児
童
・
生
徒
の

心
の
居
場
所
と
し
て
自
立
を
支
援
す
る

た
め
、
相
談
・
指
導
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
３
時
（
祝
祭
日
除
く
）

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

ふ
れ

あ
い
４

対
象

小
中
学
生
で
、
学
校
へ
行
き
た

く
て
も
登
校
で
き
な
い
児
童
・
生
徒

を
持
つ
方
等
と
児
童
・
生
徒
本
人

問
合
せ
先

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
お
お
ぐ

ち

蘂
９５
ー

７
７
７
３

※
入
室
の
希
望
に
つ
い
て
は
、
学
校
教

育
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

愛
知
県
、
愛
知
県
弁
護
士
会
お
よ
び

愛
知
県
司
法
書
士
会
が
、
共
同
で
多
重

債
務
者
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時

１２
月
１６
日
豸

午
前
１０
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で

場
所
お
よ
び
問
合
せ
先

▽
中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
３
―

１
―

２

自
治
セ
ン
タ
ー

蘂
０
５
２
―

９
６
２
―

５
１
０
０

▽
尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

一
宮
市
本
町
４
―

３
―

１

ル
ボ
・
テ

ン
サ
ン
ビ
ル
４
階

蘂
０
５
８
６
―

７１
―

５
９
０
０

相
談
方
法

電
話
ま
た
は
面
接

弁
護

士
・
司
法
書
士
と
相
談
員
が
同
席
し

相
談
に
応
じ
ま
す
。

主
催

愛
知
県
、
愛
知
県
弁
護
士
会
、

愛
知
県
司
法
書
士
会

採
用
種
目

２
等
陸
・
海
・
空
士

採
用
期
日

平
成
２０
年
３
月
下
旬
か
ら

４
月
上
旬

応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
男
子

試
験
日

平
成
２０
年
２
月
３
日
豸

受
付
締
切

平
成
２０
年
２
月
１
日
貊
必

着
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

自
衛
隊
愛

知
地
方
協
力
本
部
小
牧
地
域
事
務
所

蘂
０
５
６
８
―

７３
―

２
１
９
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/aichi/

日
時

１２
月
７
日
貊

午
前
１０
時
３０
分

か
ら
１１
時
３０
分

場
所

憩
い
の
四
季

娯
楽
室

※
福
祉
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方

内
容
お
よ
び
講
師

「
合
唱
団
演
奏
会
」

講
師

吉
川

朗
さ
ん

ハ
ン
ギ
ン
グ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
に
写

真
を
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

１２
月
８
日
貍

午
後
１
時
３０
分

か
ら
３
時
３０
分

場
所

中
央
公
民
館
２
階

Ｃ
教
室

対
象

小
学
校
５
年
生
以
上

講
師

大
口
町
文
化
協
会

さ
く
ら
キ

ル
ト
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

持
ち
物

裁
縫
用
具
、
紙
切
り
バ
サ
ミ

費
用

５
０
０
円

申
込
み

直
接
会
場
で
受
付
け
ま
す
。

大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
団
体
『
Ｇ
ｅ
ｎ

ｋ
ｉ
森
も
り
』
で
は
、
ラ
モ
ー
ナ
幼
稚

園
と
名
鉄
自
動
車
学
校
の
間
に
あ
る
尾

張
広
域
緑
道
で
「
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く

り
」
と
し
て
植
樹
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
、
空
気
と
水

を
き
れ
い
に
す
る
植
樹
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

日
時

１２
月
１５
日
貍

午
後
１
時
３０
分

か
ら

集
合
場
所

ラ
モ
ー
ナ
幼
稚
園
西
側
の

尾
張
広
域
緑
道

駐
車
場

ラ
モ
ー
ナ
幼
稚
園
駐
車
場
お

よ
び
運
動
場

内
容

苗
木
の
植
樹

参
加
費

１
０
０
円
（
保
険
代
込
み
）

問
合
せ
先

都
市
開
発
課

※
当
日
は
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
軍
手

持
参
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。
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講
習
会
・
教
室

講
習
会
・
教
室

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
お
お
ぐ
ち

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂

さ
く
ら
大
学（
高
齢
者
教
室
）

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂

多
重
債
務
者
相
談
ウ
ィ
ー
ク

役
場
／
環
境
経
済
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
７

蘂

募

集

募

集

自
衛
官
募
集

役
場
／
行
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ル
ト
教
室

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
―
３
１
５
５

蘂

そ
の
他

そ
の
他

植
樹
活
動
の
開
催
に
つ
い
て

役
場
／
都
市
開
発
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
７
２

蘂



年
末
年
始
の
朝
市
開
催
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。
年
始
に
は
、
ぜ
ん
ざ
い
サ

ー
ビ
ス
も
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

年
末
開
催
日
（
臨
時
）

１２
月
２８
日
貊

午
前
７
時
３０
分
か
ら

８
時
３０
分

年
始
の
開
催
日

１
月
１２
日
貍

午
前
７
時
３０
分
か
ら

８
時
３０
分

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が

近
づ
い
て
い
ま
す
。
平
成
２０
年
３
月
３１

日
ま
で
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の

ご
遺
族
で
、
平
成
１７
年
４
月
１
日
に

お
い
て
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
を

受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の

先
順
位
の
遺
族
の
一
人

①
平
成
１７
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
よ
る
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
笊
父
母
笆
孫
笳
祖
父
母
笘
兄
弟
姉

妹
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

て
い
な
か
っ
た
方
、
平
成
１７
年
４
月

１
日
に
お
い
て
遺
族
以
外
の
方
と
婚

姻
し
た
こ
と
に
よ
り
姓
が
変
わ
っ
て

い
る
方
ま
た
は
遺
族
以
外
の
方
と
養

子
縁
組
を
し
て
い
る
方
は
除
く
）

④
右
記
③
以
外
の
笊
父
母
笆
孫
笳
祖
父

母
笘
兄
弟
姉
妹

⑤
右
記
①
〜
④
以
外
の
三
親
等
内
の
親

族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
）

支
給
内
容

額
面
４０
万
円
、
１０
年
償
還

の
記
名
国
債

請
求
窓
口
お
よ
び
問
合
せ
先

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

福
祉
課

愛
知
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

の
最
低
賃
金
は
、
時
間
額
７
１
４
円
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左

記
問
合
せ
先
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

愛
知
県
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
課

蘂
０
５
２
―

９
７
２
―

０
２
５
７

愛
知
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.aichi-rodo.go.jp/

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査

を
平
成
１９
年
１２
月
３１
日
現
在
で
実
施
し

ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
調
査
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
、
大

学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高

等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
提
出
し
て
い
た
だ
く
調

査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
の
再

検
討
（
見
直
し
）
の
た
め
、
農
用
地
利

用
計
画
申
出
（
農
用
地
除
外
な
ど
）
の

受
付
け
を
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
２０
年
１
月
分
よ
り
再
開
し
ま
す
。

締
切
日

平
成
２０
年
１
月
３１
日
貅

年
末
は
交
通
量
が
増
加
し
、
交
通
事

故
が
最
も
多
発
す
る
時
期
で
す
。

ま
た
、
忘
年
会
や
帰
省
な
ど
飲
酒
の

機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。
交
通
事
故
は

運
転
者
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
家
族
や

周
り
の
人
た
ち
に
も
暗
い
影
を
落
と
し

ま
す
。
新
し
い
年
を
笑
顔
で
迎
え
る
た

め
に
も
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間

１２
月
１
日
貍
か
ら
１０
日
豺

運
動
の
重
点

※
飲
酒
運
転
を
撲
滅
し
よ
う

※
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

〜
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
者
・
自

転
車
利
用
者
の
交
通
事
故
を
な
く
そ

う
〜

※
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用

し
よ
う
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朝
市
の
年
末
年
始
開
催
日

役
場
／
環
境
経
済
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
７

蘂
特
別
弔
慰
金
の
請
求
に
つ
い
て

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

94
―
１
２
２
２

蘂

愛
知
県
の
最
低
賃
金

役
場
／
環
境
経
済
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
７

蘂

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

役
場
／
情
報
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
１

蘂
農
用
地
利
用
計
画
変
更
の
受
付

役
場
／
環
境
経
済
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
６

蘂

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

役
場
／
行
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂



普
通
貨
物
自
動
車
を
次
の
と
お
り
売

却
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
被
後
見
人
、

破
産
者
な
ど
の
方
は
除
き
ま
す
。
な
お
、

入
札
に
参
加
す
る
方
は
、
必
ず
説
明
会

に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

物
件

普
通
貨
物
自
動
車

平
成
１０
年

式

三
菱
ダ
ン
プ
、
８
２
０
０
襁
、

乗
車
定
数

３
人
、
最
大
積
載
量

３
５
０
０
裴
、（
約
１
万
袰
走
行
）

入
札
説
明
会
の
日
時

１２
月
１８
日
貂

午
前
１０
時

入
札
の
日
時

１２
月
２５
日
貂

午
後
１
時
３０
分

場
所

い
ず
れ
も
江
南
丹
羽
環
境
管
理

組
合
会
議
室

仙
人
の
ポ
ー
ズ
を
体
験
し
て
み
よ

う
！

日
時

１２
月
か
ら
平
成
２０
年
２
月
ま
で

の
毎
週
土
曜
日

午
後
１
時
か
ら
２

時
（
全
１２
回
）

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
５
階

ス
タ

ジ
オ

定
員

２０
名

受
講
料

１
万
円

※
期
間
中
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
利
用
料
無
料

対
象

１６
歳
以
上

講
師

井
出
美
和

申
込
み

午
前
９
時
３０
分
か
ら
、
ほ
ほ

え
み
プ
ラ
ザ
５
階

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
受
付
け
ま
す
。

問
合
せ
先

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
５
階

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

蘂
９４
―

０
０
５
７

お
正
月
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る

「
花
も
ち
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
鏡

餅
や
し
め
縄
と
合
わ
せ
て
飾
り
、
新
年

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。
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ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
―
３
１
５
５

蘂

普
通
貨
物
自
動
車
の
公
売

江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合

95
―

3
2
0
0

蘂

日
時

１２
月
９
日
豸

午
後
１
時
か
ら

３
時

場
所

憩
い
の
四
季

研
修
室

定
員

２０
名
（
先
着
順
）

参
加
費

５
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き

申
込
み

１２
月
６
日
貅
、
午
後
５
時
ま

で
に
憩
い
の
四
季
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

憩
い
の
四
季

蘂
９５
―

１
７
３
９

午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時

ヨ
ガ
に
は
心
と
身
体
を
『
結
び
付
け

る
』
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
（
ご
夫
婦
・
友
達
・
親

子
な
ど
）
と
２
名
１
組
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

日
時

１２
月
８
日
貍

午
後
７
時
か
ら

８
時
４５
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
５
階

フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム

参
加
費

１
人
５
０
０
円

講
師

小
栗
久
実
子
先
生
（
日
本
ヨ
ガ

普
及
協
会
・
松
下
ヨ
ガ
学
院
指
導
員
）

定
員

１５
組
３０
名

申
込
み
先

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

地
域
振
興
課

蘂
９４
―

０
５
３
０

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
３０
分

（
た
だ
し
祝
日
を
除
く
）

※
１２
月
１
日
貍
か
ら
受
付
け
ま
す

企
画
・
運
営

お
お
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
懇
話
会

花
も
ち
作
り

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
地
域
振
興
課

94
ー
０
５
３
０

蘂

ペ
ア
ｄｅ
ヨ
ガ

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
地
域
振
興
課

94
ー
０
５
３
０

蘂

11月2日貊、第59回愛知県表彰式が
おこなわれ、大口町消防団が公共安全
功労者として表彰されました。これは、
長年にわたって消防技術の錬磨に励み、
防火思想の普及高揚に努めた功績が認
められたことによるものです。

大口町消防団
公共安全功労者表彰受賞
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自
分
で
掘
っ
た
お
い
も
に
大
満
足
！

中
保
育
園

▲袋がおいもでいっぱに！

▲さつま芋のつるで作ったリース

▲まだあるかな～？

大
口
Ｆ
Ｃ（
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

サ
ッ
カ
ー
講
習
会

10
22
月

10
6

土

中
央
公
民
館
で
、F
C
団
員
と
親
が
対
象

の
サ
ッ
カ
ー
講
習
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

普
段
は
、屋
外
で
の
体
力
作
り
や
実
技
、ミ

ニ
ゲ
ー
ム
中
心
の
練
習
で
す
が
、こ
の
日
は
机

に
向
か
っ
て
の
講
習
。ゲ
ー
ム
戦
略
や
サ
ッ
カ

ー
用
語
を
ノ
ー
ト
に
と
る
子
ど
も
た
ち
も
。

試
合
に
活
か
せ
る
と
い
い
ね
！

親
は
、栄
養
・
水
分
補
給
・
マ
テ
リ
ア

ル
・
言
葉
の
投
げ
か
け
方
な
ど
、子
ど
も
の

活
動
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
ま
と
め
た
内
容
。

只
今
、団
員
を
募
集
中
!

練
習
試
合
・

公
式
戦
も
多
く
、練
習
に
ま
じ
め
に
参
加
す

る
団
員
は
で
き
る
か
ぎ
り
試
合
に
出
す
の

が
モ
ッ
ト
ー
の
F
C
で
す
。練
習
予
定
は

H
P
で
確
認
で
き
ま
す
。

園
児
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
た

芋
掘
り
が
あ
り
、た
く
さ
ん
の
さ
つ
ま

芋
を
収
穫
し
ま
し
た
。

こ
の
さ
つ
ま
芋
は
、父
母
の
会
と

親
話
会
が
、う
ね
作
り
か
ら
苗
植
え
、

草
抜
き
を
し
、園
児
た
ち
も
水
や
り

を
し
て
育
て
て
き
ま
し
た
。

「
先
生
〜
！

見
て
見
て
、こ
ん
な

大
き
な
お
い
も
が
出
て
き
た
！
」「
キ

ャ
ー
、虫
が
出
て
き
た
！
」と
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
大
歓
声
。

収
穫
し
た
さ
つ
ま
芋
は
、ス
イ
ー
ト

ポ
テ
ト
や
鬼
ま
ん
じ
ゅ
う
に
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。さ
つ
ま
芋
の
つ
る
は
ク

リ
ス
マ
ス
の
リ
ー
ス
に
し
て
、飾
り
付

け
を
し
ま
す
。

▲見学・体験は随時可能。女の子もぜひ！ http://www.itcnet.co.jp/ogfc

あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先 役場 情報課 蘂95-1111 内線163
※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。
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50
年
前
は
、無
数
の
ホ
タ
ル
が
舞
い
、し

じ
み
や
魚
も
捕
れ
た
ま
し
た
が
、こ
こ
数
年

の
う
ち
に
ド
ブ
川
化
し
た
矢
戸
川
。

自
分
た
ち
で
川
を
き
れ
い
に
し
、次
の
世

代
に
残
し
て
い
こ
う
と
、替
地
地
区
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
や
近
所
の
喫
茶
店
に
集

ま
る
仲
間
た
ち
が
、『
矢
戸
川
を
き
れ
い
に

す
る
会
』を
結
成
し
ま
し
た
。

自
転
車
や
テ
レ
ビ
ま
で
捨
て
ら
れ
て
い
た

川
で
し
た
が
、今
で
は
小
魚
や
ザ
リ
ガ
ニ
、カ

ル
ガ
モ
が
生
息
す
る
ま
で
に
。「
こ
こ
ま
で
き

れ
い
に
な
っ
た
が
、今
の
時
期
に
な
る
と
魚
が

死
ん
で
し
ま
う
。水
質
調
査
を
し
た
け
れ
ど
、

原
因
は
不
明
。で
も
こ
の
活
動
は
続
け
て
い

き
ま
す
」と
、松
田
さ
ん
。

一
日
限
り
の
イ
タ
リ
ア
ン
カ
フ
ェ

サ
ラ
ダ
ボ
ー
ルC

o.

イ
タ
リ
ア

ト
レ
ヴ
ィ
ー
ゾ
市
出
身
の
リ

ー
ザ
・
ダ
ル
ブ
ス
コ
さ
ん
（
一
宮
市
国
際
交

流
員
）を
、お
迎
え
し
て『
イ
タ
リ
ア
ン
カ
フ

ェ
』が
さ
く
ら
屋
で
催
さ
れ
、イ
タ
リ
ア
の
文

化
や
歴
史
、芸
術
、食
文
化
な
ど
の
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
語
の
簡
単
な
日
常
会
話
の
レ
ッ

ス
ン
が
終
わ
る
頃
、厨
房
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
の

い
い
香
り
が
…
♪

と
っ
て
も
お
い
し
い
手
作
り
テ
ィ
ラ
ミ
ス

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
形
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
の
は
初

め
て
。大
口
の
方
は
触
れ
合
い
や
す
く
、私
も

楽
し
か
っ
た
で
す
」と
リ
ー
ザ
さ
ん
。

▲リーザさんは一宮市内の小中学校で、イタリアの文化などを教えています

▲30名の参加者でテーブルは満席

10
13
土

ホ
タ
ル
が
舞
う
矢
戸
川
に
…

矢
戸
川
を
き
れ
い
に
す
る
会

10
21
日

▲コスモスが咲いている土手を手入れする「すみれ会」

▲休憩の時間も、楽しみの一つ♪

▲作り方も簡単でおいしいティラミス♪

▲毎月2回掃除をしてもゴミがない日はありません

▲今年で活動7年目。会員は43名
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キ
ル
ト
に
綴
る

大
口
町
民
会
館

▲大きなタペストリーがたくさん展示されました

▲簡単に楽しめる『フエルトキルト』体験！

▲熱心にノートを取る児童たち

▲ちりめんを集めるのに大変苦労をしたとか

戦
争
時
代
の
大
口
町
の
お
話
を
聴
く

南
小
学
校

10
20
土

10
11
木

大
口
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
前
田（
尚
）さ
ん
、

佐
藤
さ
ん
、伊
藤
さ
ん
、前
田（
峰
）さ
ん
、

安
藤
さ
ん
が
、南
小
学
校
6
年
生
の
児
童

に
、戦
争
時
代
の
大
口
町
の
様
子
を
お
話
す

る
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

『
毎
日
の
よ
う
に
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン

が
鳴
っ
て
い
た
こ
と
』、『
伝
右
地
区
に
爆
弾

が
落
と
さ
れ
た
こ
と
』、『
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
に
、親
元
を
離
れ
、大
口
町
の

桂
林
寺
に
集
団
疎
開
し
て
き
た
子
ど
も
た

ち
の
体
験
談
』な
ど
、児
童
た
ち
は
真
剣
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
今
の
時
代
を
ど

う
思
い
ま
す
か
？
」に
、「
戦
争
は
怖
い
で

す
。二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
」「
今
は
何
不
自
由
な
く
生
活
で
き

ま
す
が
、当
時
は
食
べ
物
も
、靴
や
傘
も
、何

も
な
か
っ
た
。で
も
、ご
近
所
同
士
で
団
結
し

仲
が
よ
か
っ
た
」と
、前
田（
峰
）さ
ん
、伊
藤

さ
ん
。

最
後
に
児
童
代
表
が「
貴
重
な
お
話
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。日
本
の
戦
争
に

つ
い
て
、詳
し
く
調
べ
て
い
き
た
い
で
す
」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

『
さ
く
ら
キ
ル
ト
サ
ー
ク
ル
』の
作

品
展
が
、10
月
18
日
か
ら
5
日
間
催

さ
れ
、会
場
に
は
、大
小
様
々
な
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
や
バ
ッ
グ
、小
物
な
ど
約

1
0
0
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
目
を
引
い
た
の
が
、講
師

の
江
口
あ
け
み
さ
ん
が
ち
り
め
ん
で

制
作
し
た
、富
士
山
の
大
き
な
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
。

構
想
を
練
っ
て
か
ら
、生
地
集
め
を

し
、縫
い
上
げ
る
ま
で
に
一
年
以
上

掛
か
っ
た
と
い
う
大
作
で
す
。

手
染
め
し
た
羊
毛
を
パ
ン
チ
ャ
ー

で
埋
め
込
み
、壁
掛
け
を
作
る『
フ
ェ

ル
ト
キ
ル
ト
』の
コ
ー
ナ
ー
も
、た
く

さ
ん
の
方
が
体
験
さ
れ
ま
し
た
。

あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先 役場 情報課 蘂95-1111 内線163
※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。
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大
屋
敷
学
共
で
親
子
和
菓
子
教
室
が
催

さ
れ
、親
子
27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
酒
井
澄
美
さ
ん
を
迎
え
、和
菓
子

作
り
に
挑
戦
で
す
。

こ
の
日
作
っ
た
の
は
、あ
ん
こ
を
ピ
ン
ク

色
の
餅
で
包
ん
だ『
さ
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
』

と『
ゼ
リ
ー
』の
2
種
類
。最
後
は
、み
ん
な

で
楽
し
く
頂
き
ま
し
た
♪

生
涯
学
習
課
で
は
、地
域
に
あ
る
学
共
等

の
施
設
を
も
っ
と
区
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
、多
く
の
方
々
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
場
に
な
れ
ば
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

利
用
を
お
考
え
の
方
は
、お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
♪

問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
95
ー

3
1
5
5

パ
ワ
ー
全
開
チ
ェ
リ
ー
ズ
！

県
大
会
出
場
！

大
口
女
子
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

『
大
口
女
子
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

チ
ェ
リ
ー

ズ
』が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
尾
張
地
区

予
選
会
を
突
破
し
、10
月
20
日
に
甚
目
寺
町

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
県
大
会
へ
出

場
！

数
多
く
の
練
習
試
合
を
こ
な
し
、監

督
・
コ
ー
チ
・
選
手
・
母
集
団
が
一
丸
と
な

っ
て
得
た
県
大
会
へ
の
出
場
で
し
た
！

チ
ェ
リ
ー
ズ
は
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
複
合
で
、水
、土
、日
と
週
3
回
練

習
。現
在
大
口
町
、扶
桑
町
の
小
学
3
〜
6

年
生
の
女
子
23
名
で
、学
校
区
の
隔
た
り
な

く
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。只
今
3
〜
4

年
生
の
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
は
、95
ー

3
9
7
5（
団
長

玉

野
）ま
で
。

▲スポーツ少年団バレーボール交流大会県大会

▲大会に出場した6年生チームのメンバー

10
21
日

親
子
で
和
菓
子
作
り

大
屋
敷
学
共

10
21
日

▲講師の酒井澄美さん

▲おいしかったね♪
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つ
な
が
れ

ひ
ろ
が
れ

い
き
い
き
大
口
！

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

2
0
0
7

▲文化祭の作品展

▲朝市会の新鮮野菜販売

▲Dサポートと地震体験なまず号 ▲北中の服部さんと田島さん ▲税金クイズコーナー

▲ほほえみ広場の特設ステージでは色々なイベントが♪

▲健康文化センターの健康まつり会場▲サラダボールCo.の貸し衣裳

▲盆栽体験教室で作った作品です

11
3・4
土・日

各
種
団
体
の
展
示
販
売
や
趣
味
の
作
品

展
、特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、楽

し
い
催
し
物
で
い
っ
ぱ
い
の『
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
』が
お
こ
な
わ
れ
、大
勢
の
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

『
健
康
ま
つ
り
』の
会
場
内
に
も
た
く
さ
ん

の
人
が
訪
れ
、健
康
に
関
心
の
あ
る
方
が
、体

力
測
定
・
体
内
脂
肪
測
定
・
血
液
サ
ラ
サ

ラ
測
定
・
健
康
相
談
を
し
た
り
し
て
健
康
チ

ェ
ッ
ク
！

両
日
と
も
、晴
天
に
恵
ま
れ
楽
し
い
2
日

間
と
な
り
ま
し
た
。

あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先 役場 情報課 蘂95-1111 内線163
※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。
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大
口
町
の
美
し
い
自
然
や
各
家
庭
か
ら

出
る
廃
食
油
を
活
用
し
て
、「
目
に
見
え
る

資
源
循
環
サ
イ
ク
ル
」を
創
ろ
う
と「
菜
の

花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
講
演
会（
大
口
町

Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
団
体
ヘ
ル
シ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
の

会
主
催・（
財
）防
衛
施
設
周
辺
整
備
協
会
共

催
）が
憩
い
処
さ
く
ら
屋
で
お
こ
な
わ
れ
、

町
内
外
か
ら
約
30
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

『
あ
い
ち
菜
の
花
活
用
推
進
協
議
会
』柿

内
賢
治
さ
ん
に
よ
る「
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」の
講
演
や
、主
催
団
体
メ
ン
バ
ー
に

よ
る「
廃
油
石
鹸
の
話
」を
聞
い
た
後
、町
内

の
畑
へ
移
動
。

爽
や
か
な
秋
空
の
下
、菜
の
花
の
種
を
ま

き
ま
し
た
。美
し
い
菜
の
花
畑
に
な
る「
春
」

が
楽
し
み
で
す

ね
。プ

ラ
ン
タ
ー

１
つ
か
ら
参
画

で
き
る
菜
の
花

エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
、み
な
さ

ん
も
参
加
さ
れ

て
は
い
か
が
で

す
か
？

一
日
中
、新
幹
線
乗
り
放
題
！！西

保
育
園

西
保
育
園
父
母
の
会
が（
株
）日
本
コ
ム

ダ
ッ
ク
の『
ク
ラ
ブ
新
幹
線
』を
お
迎
え
し
、

一
日
新
幹
線
乗
り
放
題
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

J
R
西
日
本
か
ら
許
可
を
と
り
、

「
5
0
0
系
の
ぞ
み
」の
設
計
図
を
借
り
て
、

本
物
の
1
／
10
の
大
き
さ
に
小
型
化
し
た

新
幹
線
。

運
動
場
い
っ
ぱ
い
に
線
路
が
セ
ッ
ト
さ
れ
、

ア
ー
チ
で
作
っ
た
名
古
屋
駅
か
ら
東
京
駅
に

出
発
で
す
。車
内
放
送
も
あ
り
、8
人
乗
り
の

新
幹
線
に
乗
っ
た
園
児
た
ち
は
大
喜
び
♪

「
機
械
作
り
が
好
き
な
社
員
18
名
で
製

作
し
、そ
の
内
の
5
名
が
依
頼
の
あ
っ
た
各

地
の
施
設
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い

ま
す
」と
、早
川
さ
ん
。

▲乗り心地も最高！

▲運転手の川又さんと車掌の早川さん

11
1

木

大
口
町
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
講
演
会さ

く
ら
屋

10
20
土
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まちの達人
大 森 好 美 さん豊田

手話通訳士は
健常者と聴覚障害者との
パイプ役です！

大
森
さ
ん
の
手
話
と
の
出
会
い
は
、保
育
士

の
と
き
に
、重
度
難
聴
園
児
と
の
出
会
い
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。

そ
れ
か
ら
、手
話
に
魅
せ
ら
れ
て
、大
口
町

の
手
話
サ
ー
ク
ル『
コ
ス
モ
ス
』に
入
門
。20
代

か
ら
70
代
の
世
代
の
人
が
集
ま
り
聴
覚
障
害

者
と
共
に
、情
報
交
換
・
福
祉
教
室
・
講
演
通

訳
な
ど
を
し
な
が
ら
活
動
を
し
、そ
こ
で
、年

配
の
ろ
う
者
の
手
話
の
美
し
さ
に
惹
き
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。近
隣
の
手
話
サ
ー
ク
ル
に
も
通
い

出
し
、こ
う
し
て『
手
話
の
世
界
』へ
。

多
く
の
ろ
う
者
と
関
わ
っ
て
い
く
う
ち
に
、

「
手
話
通
訳
士
に
な
ろ
う
」と
決
意
。ご
主
人

の
理
解
も
あ
っ
て
平
成
12
年
に
受
験
（
一
次

5
教
科
・
二
次
実
技
）し
、1
回
で
合
格
し
ま

し
た
。

現
在
、大
学
の
非
常
勤
講
師
な
ど
、様
々
な

方
面
で
活
動
し
て
い
る
他
、
財
産
・
福
祉
・

医
療
の
通
訳
を
し
て
い
ま
す
。中
に
は
命
に
関

わ
る
大
切
な
通
訳
も
あ
り
、精
神
的
に
大
変
な

事
も
あ
る
そ
う
。

現
役
の
バ
レ
ー
選
手
で
も
あ
る
大
森
さ
ん

は
、経
験
を
活
か
し
、『
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（deaf=
ろ
う
、耳
が
聴
こ
え
な
い
人
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
）』・ア
ジ
ア
大
会
の
男
子
チ
ー
ム
の
通

訳
兼
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
同
行
。

彼
女
は『
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
ビ
ラ
配
り
を
始
め
、今

で
は
全
国
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

今
は
、愛
知
県
代
表
の
聴
覚
バ
レ
ー（
男
子
）

の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、練
習
、遠
征
、障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。「
選

手
の
サ
ポ
ー
ト
や
ケ
ガ
の
処
置
は
も
ち
ろ
ん

な
ん
で
す
が
、気
が
つ
い
た
ら
選
手
と
一
緒
に

練
習
を
し
て
い
る
ん
で
す
よ（
笑
）」と
、大
森

さ
ん
。

今
年
の
10
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
、秋
田
国
体

に
向
け
、2
連
覇
を
目
指
し
練
習
を
し
て
き
ま

し
た
が
、善
戦
し
た
も
の
の
、惜
し
く
も
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

気
持
ち
を
切
り
替
え
、来
年
の
大
分
大
会

は
、ぜ
ひ
金
メ
ダ
ル
を
！

手話通訳士は、厚生労働大臣認定の国家資格。聴覚障害者と健聴者
（耳が聞こえる人）との間でコミュニケーションが円滑・確実にできるように
仲介、伝達します。福祉、医療、法律、経済など様々な分野で大切な役割を
果たしています。写真下／昨年、兵庫県で開催された、障害者国体で金メ
ダルをとったときの写真
日本ろうあバレーボール協会HP http://jdva.sakura.ne.jp/jdva/

き
っ
か
け
は
…
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こ
の
春
に
名
古
屋
製
菓
専
門
学

校
を
卒
業
し
、幼
稚
園
の
頃
か
ら
の

夢
だ
っ
た
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て
、現
在

は
江
南
の
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
に
勤
め

て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
が
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ

せ
て
ケ
ー
キ
を
選
ん
で
い
る
姿
を
見

る
と
、本
当
に
こ
の
職
業
を
選
ん
で

良
か
っ
た
と
思
う
の
と
同
時
に
、も

っ
と
勉
強
し
な
け
れ
ば
と
、元
気
が

湧
い
て
来
ま
す
ね
。

ま
た
、先
輩
方
に
新
作
ケ
ー
キ
の

意
見
な
ど
を
求
め
ら
れ
る
と
、自
分

も
お
店
の
一
員
な
ん
だ
と
、責
任
感

と
充
足
感
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
す
。

も
っ
と
も
っ
と
腕
を
磨
い
て
、友
人

達
の
結
婚
式
に
は
、私
の
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
ケ
ー
キ
を
飾
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

5
人
兄
弟
と
父
母
を
合
わ
せ
た

7
人
家
族
で
、毎
日
が
と
っ
て
も
賑

や
か
で
楽
し
い
で
す（
笑
）。

で
も
母
は
朝
か
ら
晩
ま
で
主
婦

を
し
て
い
る
の
で
、た
ま
に
は
息
抜

き
し
て
も
ら
お
う
と
、
一
緒
に
買

い
物
や
映
画
に
出
か
け
ま
す
。結
果

的
に
は
相
談
に
乗
っ
た
り
し
て
も

ら
っ
て
、私
の
方
が
癒
さ
れ
て
ま
す

け
ど
ね（
笑
）。

父
は
始
終
冗
談
を
言
っ
て
る
楽

し
い
人
。い
つ
も
家
族
を
大
切
に
し

て
く
れ
る
、頼
も
し
い
父
で
す
。

兄
弟
が
多
い
の
に
、専
門
学
校
に
進

ま
せ
て
く
れ
た
両
親
に
、本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

笑
顔
が
抜
群
に
キ
ュ
ー
ト
！

彼
女
の
何
事
に
も
前
向
き
な
姿
勢

が
、す
べ
て
そ
の
笑
顔
に
集
約
さ
れ

て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
♪

夢
叶
い
、パ
テ
ィ
シ
エ
に
！

幼
稚
園
か
ら
の
夢

取
材
に
て

大
家
族
で
賑
や
か

近
藤

茜
さ
ん
（
上
小
口
）
S
61・12・4
生シュガークラフト展に出品

な
に
げ
な
い
日
常
か
ら
、
ひ
ょ
ん
な
こ

と
で
大
口
町
の
福
祉
事
業
所
を
巡
る
旅
に

で
る
こ
と
に
な
っ
た
旅
ガ
ラ
ス
君
。
道
中

ど
ん
な
出
会
い
が
あ
る
の
や
ら
…
！？

「『
短
期
入
所
生
活
介
護
』
っ
て
、
ど
ん
な

サ
ー
ビ
ス
で
や
ん
す
カ
ァ
？
」

「
こ
こ
は
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
た
方

が
、
一
時
的
に
泊
ま
り
で
過
ご
す
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
身
の
回
り
の
こ
と
も
介

護
の
専
門
職
員
が
お
手
伝
い
し
ま
す
よ
。」

「
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る
方
が
多
い
で
や

ん
す
カ
ァ
？
」

「
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
よ
っ
て
違
い
ま
す

が
、
介
護
を
す
る
方
が
し
ば
ら
く
留
守
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
時
的
に
介
護
が

で
き
な
い
場
合
や
、
介
護
疲
れ
を
防
ぐ
た

め
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
ね
。」

「
一
時
的
っ
て
ど
の
く
ら
い
の
期
間
で
や
ん

す
カ
ァ
？
」

「
１
泊
だ
っ
た
り
１
週
間
だ
っ
た
り
、
そ
の

方
の
介
護
度
や
事
情
で
違
っ
て
き
ま
す
。」

「
利
用
す
る
に
は
、
何
か
条
件
が
あ
る
ん
で

や
ん
す
カ
ァ
？
」

「
認
知
症
で
も
体
に
障
害
が
あ
っ
て
も
、
介

護
保
険
の
認
定
が
あ
れ
ば
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
よ
り
よ
く
介
護
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
上
手
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
、

介
護
す
る
方
・
さ
れ
る
方
、
両
方
の
お
役

に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。」

「
た
ま
に
は
介
護
に
も
休
憩
が
必
要
で
や
ん

す
よ
ね
。
こ
う
い
う
場
所
が
あ
る
と
知
っ

て
安
心
し
た
で
や
ん
す
。」

Vol.

平成18年10月から、地域包括支援
センターに障害者のための相談支
援が加わりました。地域包括支援セ
ンターは、介護や支援の必要な方が
住み慣れた地域で暮らし続けられる
よう、相談や支援をおこないます。

18

問合せ先 ほほえみプラザ2階
地域包括支援センター
蘂94-2227



初
め
ま
し
て
！
川
部
恭
那
で
す
。7
月

3
日
に
3
8
1
4
ｇ
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

マ
マ
の
ふ
る
さ
と
の
高
知
で
生
ま
れ

て
、初
め
て
飛
行
機
に
乗
っ
て
愛
知
の

お
う
ち
へ
帰
っ
て
き
た
の
。飛
行
機
の

中
で
は
、ず
っ
と
寝
て
た
か
ら
覚
え
て

な
い
け
ど
…(

笑)

。マ
マ
の
お
腹

の
中
に
い
た
と
き
か
ら
、い
っ
ぱ
い

栄
養
を
も
ら
っ
て
元
気
に
大
き
く

な
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に

8
1
0
0
ｇ
に
増
え
ち
ゃ
っ
た
。

い
つ
も
マ
マ
が
ご
は
ん
を
作
っ
て

い
る
と
き
は
、さ
み
し
く
て
涙
が

出
る
の
。パ
パ
が
あ
や
し
て
く
れ
て

も
、マ
マ
が
そ
ば
に
い
な
い
と
泣
い

て
パ
パ
を
困
ら
せ
ち
ゃ
う
の
。甘
え

ん
坊
な
私
だ
け
ど
、こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
ね
。

は
じ
め
ま
し
て
、大
登
で
す
。予
定
日

よ
り
一
週
間
み
ん
な
を
待
た
せ
て
、6

月
7
日
に
3
0
9
5
ｇ
で
元
気
に
生
ま

れ
ま
し
た
。

毎
日
楽
し
く
っ
て
笑
顔
い
っ
ぱ
い
だ

よ
。マ
マ
さ
ん
は
お
い
し
い
お
っ
ぱ
い
を

く
れ
て
、お
散
歩
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ

る
ん
だ
♪
で
も
寄
り
道
し
て
お
や

つ
食
べ
る
の
、パ
パ
に
内
緒
だ
よ
っ

て
？
僕
に
も
ち
ょ
〜
だ
い
！

夜
に
は
パ
パ
さ
ん
が
一
緒
に
新

聞
を
読
ん
で
、た
く
さ
ん
遊
ん
で

く
れ
る
ん
だ
♪
お
待
ち
か
ね
の
お

風
呂
で
は
お
し
ゃ
べ
り
絶
好
調
！

ゴ
ロ
ゴ
ロ
寝
返
り
う
っ
て
遊
ん
で
い

る
と
二
人
と
も
大
喜
び
す
る
か
ら

今
日
も
張
り
切
っ
て
が
ん
ば
る
ぜ
。

早
く
寝
て
っ
て
？

や
だ
や
だ
も

っ
と
遊
ん
で
よ
〜
！

No.561

やのはら だいとくん

No.560

かわべ ゆきなちゃん
（
余
野
）お

父
さ
ん

矢
野
原

直
充

お
母
さ
ん

久
美
子

（
下
小
口
）お父

さ
ん

川
部

文
徳

お
母
さ
ん

理
絵

情報課 広報統計グループ 蘂95-1111 内線162 薨95-1030
大口町ホームページ http://www.town.oguchi.aichi.jp/
Ｅメールアドレス info@town.oguchi.lg.jp

人 口 計 21,683人 男性 10,932人（前月比 －11人）
（11月1日現在） 女性 10,751人（前月比 ＋17人）
世帯数 7,436世帯（前月比 －4世帯）
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寒
く
な
り
ま
し
た
ね
〜
。皆
さ
ん
ち
は
コ

タ
ツ
出
し
て
ま
す
？

私
は
掃
除
に
邪
魔

な
の
と
埃
っ
ぽ
い
の
が
嫌
で
こ
こ
数
年
出
し

て
な
い
ん
で
す
よ
。で
も
こ
の
寒
さ
で
、コ

タ
ツ
が
恋
し
い
〜
。

（
す
も
も
）

そ
ろ
そ
ろ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

を
子
ど
も
と
一
緒
に
受
け
に
行
か
な
く
て

は
と
思
っ
て
い
ま
す
。去
年
も
打
ち
ま
し
た

が
、ア
レ
け
っ
こ
う
痛
い
ん
で
す
よ
ね
〜

（
涙
）

（
か
こ
）

カ
ゼ
ひ
い
ち
ゃ
い
ま
し
た
〜
。自
力
で
治
す

と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
が
逆
効

果
。咳
、鼻
水
が
と
ま
ら
な
く
な
り
、体
が
だ

る
く
、頭
が
ボ
ー
ッ
と
し
て
き
た
と
思
っ
た
ら

熱
が
！

結
局
病
院
へ
行
っ
て
点
滴
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

（
た
ー
ぼ
ー
）

165永
井

美
和
さ
ん

碧
翔
く
ん

悠
翔
く
ん

H
16
・
2
・
24
生

H
18
・
3
・
23
生

中小口
○
月
×
日

悠
翔
が
お
兄
ち
ゃ
ん
と
追

い
か
け
っ
こ
を
し
て
い
た
ら
、窓
ガ
ラ
ス

に
激
突
！「
ギ
ャ
ッ
ー
」と
い
う
悲
鳴
を

あ
げ
、鼻
の
下
が
血
だ
ら
け
。救
急
車
で

運
ば
れ
、７
針
も
縫
う
こ
と
に
。痛
々

し
く
て
見
て
ら
れ
な
か
っ
た
よ
。で
も

家
に
帰
っ
て
き
た
ら
、ま
た
追
い
か
け
っ

こ
が
始
ま
る
ん
だ
か
ら
。懲
り
な
い
ヤ

ツ
だ
…
。

○
月
×
日

ジ
ブ
リ
作
品
が
好
き
な
碧

翔
。中
で
も『
と
な
り
の
ト
ト
ロ
』は
、セ

リ
フ
も
完
璧
に
言
え
る
程
の
お
気
に
入

り
。こ
の
前
、サ
ツ
キ
と
メ
イ
の
家
に
連

れ
て
行
っ
て
あ
げ
た
ら
大
喜
び
！

井

戸
の
水
汲
み
に
興
味
が
あ
っ
た
み
た
い

で
楽
し
そ
う
に
何
度
も
や
っ
て
い
た
。マ

マ
も
一
緒
に
や
っ
て
み
た
け
ど
、と
て
も

楽
し
か
っ
た
♪

○
月
×
日

悠
翔
は
働
く
車
が
大
好
き
。

特
に
、ゴ
ミ
収
集
車
が
好
き
で
、毎
週

火
・
金
の
朝
、収
集
車
が
音
楽
と
と
も

に
や
っ
て
く
る
と
、大
は
し
ゃ
ぎ
！

お

じ
さ
ん
が
手
を
振
っ
て
く
れ
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
み
た
い
。
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